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1. 大要 
 
・ 32.768kHz 音叉型水晶振動子内蔵 
・ 1/100 秒、秒、分、時間、日付、月、年、世紀、曜日レジスタ内蔵 
・ I2Cሺ400kHz までሻシリアルインターフェース 
・ 日付又は曜日、時間、分アラーム割り込み機能搭載 
・ 定周期タイムアップデート割り込み機能搭載ሺ秒、分ሻ 
・ 周辺機器用の有効・無効切り替え機能付きクロック出力ሺ32.768 kHz, 1.024 kHz, 1 Hzሻ 
・ 幅広いインターフェース動作電圧範囲：1.5～5.5V 
・ 低消費電流：240nAሺVDD ൌ3.0V 時ሻ 
・ 定周期タイマー割り込み機能搭載 
・ 外部イベント入力割り込み機能及びタイムスタンプሺ1/100 秒、秒ሻ機能搭載 
・ 自動うるう年補正機能搭載ሺ2000～2099 年まで対応ሻ 
・ 1.5～5.5V の幅広い温度補償電圧範囲 
・ 非常に高い時刻精度 

○ 0～50℃において、േ1.5ppm、月差 3.9 秒 
○ -40～85℃において、േ3.0ppm、月差 7.8 秒 
○ 85～105℃の拡張温度範囲において、േ7.0ppm、月差 18.2 秒 
○ OFFSET 値によるエージング補償 

・ 温度補償設定工場校正済み 
・ パワーオンリセットሺPORሻ機能搭載 
・ 電圧低下検出機能搭載 
・ AEC-Q200 準拠 
・ RoHS 指令準拠、100％鉛フリー、3.2ൈ1.5ൈ0.8mm、8 端子の C7 小型パッケージ 

 
1.1. 概要 
 
RR-8803-C7 は、サーモメーターとデジタル温度補償回路ሺDTCXOሻを搭載した、高精度リアルタイムクロック/カレ

ンダーモジュールです。 
-40～85℃の標準温度範囲でേ3ppm、85~105℃の拡張温度範囲でേ7ppm の高い時刻精度を持つ、工場校正済み

温度補償回路と、エージング補正機能を備えています。 
RR-8803-C7 は特別なアーキテクチャーを採用し、全温度補償 RTC モジュール中、最小パッケージሺ3.2ൈ1.5ൈ0.8mmሻ
で最少消費電流ሺ240nAሻを実現しています。 
 
1.2. アプリケーション 
 
RR-8803-C7・RTC モジュールは、超小型のセラミックパッケージ内に、以下のキーファンクションとパフォーマン

スを併せ持っています。 
・ 工場校正済み毎秒温度補償機能 
・ 超低消費電力 
・ 水晶振動子内蔵 SMD タイプセラミックパッケージの、超小型 3.2ൈ1.5ൈ0.8mmሺMAXሻRTC モジュール 

 
上記特長から、様々なアプリケーションに活用できます。 
・ 通信：IoT/無線センサーとタグ/ハンドセット/通信機器 
・ 車載：ナビ&トラッキングシステム/ダッシュボード/タコメーター/エンジンコントロール/カーAV 
・ 計器類：E メータ/加熱カウンタ/スマートメーター/PV コンバーター 
・ 屋外：ATM と POS システム/監視と安全システム/発券システム 
・ 医療分野：血糖値メーター/健康監視システム 
・ 安全：デジタル一眼レフカメラ/監視カメラシステム/ドアロックと立入制御 
・ 消費者：ギャンブル装置/テレビとセットトップボックス/白もの家電 
・ オートメーション：DSC/データロガー/ホーム&ファクトリーオートメーション/産業用と民生用の電子機器 
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1.3. オーダー情報 
凡例： RR-8803-C7 TA QC 

 
 

 

 

 

 

2. ブロック図 
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2.1. 端子レイアウト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2.2. 端子の概要 

記号 端子# 説明

SDA 1 
I2C 通信用シリアルデータ入出力端子：オープンドレイン：適当なプルアップ抵抗を接続し
て下さい。 

CLKOUT 2 

出力制御付クロック出力端子：プッシュプル：CLKOE 端子で制御します。 
CLKOE 信号が HIGH 状態になった場合、CLKOUT 端子は、32.768kHz,1.024kHz,1Hz のいず
れかの矩形波を発生します。 
CLKOE 端子が「グランド」接続時、CLKOUT 端子はハイインピーダンスሺトライステートሻに
なります。 

VDD 3 電源入力端子 

CLKOE 4 

CLKOUT 出力制御用入力端子
CLKOE 信号が HIGH 状態になった場合、CLKOUT 端子は出力モードになります。
CLKOE 端子が「グランド」接続時、CLKOUT 端子は停止し、ハイインピーダンスሺトライス
テートሻになります。 
端子をフロート状態にしないでください。

VSS 5 グランド接続端子 

 INTതതതതത 6 
割り込み信号出力端子：オープンドレイン：適当なプルアップ抵抗を接続して下さい。
アラーム、定周期タイマー、定周期タイムアップデート、外部イベント割り込み信号の出力
に使用

EVI 7 
タイムスタンプሺ1/100 秒、秒ሻ用イベント入力端子
端子をフロート状態にしないでください。

SCL 8 
I2C 通信用シリアルクロック入力端子：オープンドレイン：適当なプルアップ抵抗を接続し
て下さい。 

 

  

C7 パッケージ：（top view）    #1       SDA

   #2       CLKOUT

   #3       VDD

   #4       CLKOE

   #8       SCL

   #7       EVI

   #5       VSS

   #6       INT#5

#4

#8

#1
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2.3. 機能の概要 
RR-8803-C7 は、32.768kHz 水晶振動子を搭載した、高精度、超低消費電力 CMOS ベースの RTC モジュールです。 
32.768kHz 水晶振動子自体は温度補償されていませんが、デジタル温度補償回路ሺDTCXOሻによって、-40～85℃の

標準温度範囲でേ3ppm 以内、85~105℃の拡張温度範囲でേ7ppm 以内という非常に高い時刻精度と安定性を持

ったクロック信号を発生します。 
温度補正値ሺ工場校正済みሻは EEPROM 内に格納されており、アクセスはできません。 
加えて、お客様ご自身の手でエージング補正可能な、オフセットレジスタも備えています。 
 
RR-8803-C7 は、1/100 秒，秒，分，時間ሺ12/24 切り替えモード付ሻ，曜日，日付，月，年ሺうるう年自動補正ሻと
いった標準時刻&カレンダー機能に加え、外部イベント、定周期タイマー、定周期タイムアップデート及びアラー

ムの、割り込み機能を備えています。 
さらに、温度センサー、タイムスタンプሺ1/100 秒、秒ሻ用外部イベント入力端子、1 バイトのユーザーRAM 及び、

I2C-BUSሺ2 ワイヤインターフェースሻも内蔵しています。 
ユーザーRAM につきましては、定周期タイマーが使われない時は 2 バイト分ሺタイマーカウンタレジスタ，0Bh，
1Bh，0Ch，1Chሻ、アラーム機能が使われない時は 3 バイト分ሺアラームレジスタ，08h，18h，09h，19h，0Ah, 
1Ahሻ、を追加で使用することができます。  
レジスタアドレスを選択することにより、レジスタにアクセスし、その後、読み出し、書き込みの操作を行いま

す。 
レジスタアドレスは、各バイトの読み出しもしくは書き込み後、オートインクリメントሺアドレス値を１ずつ増加ሻ
されるので、1 回のアクセスで複数の読み出し、書き込みを行うことができます。 
 
2.4. 保護回路 
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3. レジスタの構成 
 
レジスタアドレスを選択することにより、レジスタにアクセスし、読み出し、書き込みの操作を行います。 
レジスタアドレスは、各バイトの読み出しもしくは書き込み後、オートインクリメントሺアドレス値を 1 ずつ増加ሻ
されるので、１回のアクセスで複数の読み出し、書き込みを行うことができます。 
レジスタの定義ሺ00h～0Fhሻ,ሺ10h～1Fhሻ,ሺ20h～2Fhሻと、各レジスタの機能を下表に示します。 
レジスタ定義表ሺ00h～0Fhሻ,ሺ10h～1Fhሻ中の GPx ビットሺx は 0～5ሻは、汎用ビットとして使うことができる、6 個

のレジスタビットです。 
但しここでは、これらのビットの詳細説明は、省略させて頂きます。 
全ての GPx ビットは、RR-8803-C7 電源投入時にクリアされるので、パワーオンリセットሺPORሻが発生したかどう

かをソフトウェアに判断させるため、あるいは他の初期化データを保持するために使用することが出来ます。 
 
・ メモリアドレス 00h から 0Fh：標準時刻&カレンダーレジスタ 追加: RAM 
・ メモリアドレス 10h から 1Fh：拡張レジスタ①   追加: 1/100 秒レジスタ 
・ メモリアドレス 20h から 2Fh：拡張レジスタ②   キャプチャ・バッファとイベント制御 

 
注：データを、アドレス範囲 00h～0Fh へ書き込み、又はアドレス範囲 00h～0Fh から読み出した時、その値はア

ドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされます。 
そして逆もまた同様です。 
 
他の RTC 同様、温度補償の精度とタイムスタンプሺ1/100 秒、秒キャプチャሻ機能を、最高 1/100 秒の分解能で保

持するため、読み出しプロセス中に、時刻とカレンダーレジスタをフリーズさせることはできません。 
そのため、カウント値が読み出し中にインクリメントሺカウント値を 1 ずつ増加ሻされる恐れがあります。 
壊れたሺ部分的にカウント値がインクリメントされたሻデータの読み出しを回避するため、特別な処置を行う必要が

あります。ሺ「4.12. タイムデータの読み出し」を併せて御参照下さいሻ  
 
3.1. レジスタのあらまし 
 
レジスタの定義，アドレス 00h～0Fh ሺ時刻&カレンダーレジスタሻ： 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
00h 秒レジスタ ○ 40 20 10 8 4 2 1
01h 分レジスタ ○ 40 20 10 8 4 2 1
02h 時レジスタ ○ ○ 20 10 8 4 2 1
03h 曜日レジスタ ○ 6 5 4 3 2 1 0
04h 日レジスタ ○ ○ 20 10 8 4 2 1
05h 月レジスタ ○ ○ ○ 10 8 4 2 1
06h 年レジスタ 80 40 20 10 8 4 2 1
07h RAM RAM data
08h 分アラーム AE_M 40 20 10 8 4 2 1
09h 時アラーム AE_H GP0 20 10 8 4 2 1

0Ah 
曜日アラーム AE_W

D
6 5 4 3 2 1 0

日付アラーム GP1 20 10 8 4 2 1
0Bh タイマカウンタ 0 128 64 32 16 8 4 2 1
0Ch タイマカウンタ 1 GP5 GP4 GP3 GP2 2048 1024 512 256
0Dh 拡張レジスタ TEST WADA USEL TE FD TD
0Eh フラグレジスタ ○ ○ UF TF AF EVF V2F V1F
0Fh コントロールレジスタ RESERVED UIE TIE AIE EIE ○ RESET

○：読み出し専用。常時「0」。 
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レジスタの定義，アドレス 10h～1Fh ሺ拡張レジスタ①ሻ 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

10h 
1/100 秒レジスタ 

ሺ読み出し専用ሻ 
80 40 20 10 8 4 2 1

11h 秒レジスタ ○ 40 20 10 8 4 2 1
12h 分レジスタ ○ 40 20 10 8 4 2 1
13h 時レジスタ ○ ○ 20 10 8 4 2 1
14h 曜日レジスタ ○ 6 5 4 3 2 1 0
15h 日レジスタ ○ ○ 20 10 8 4 2 1
16h 月レジスタ ○ ○ ○ 10 8 4 2 1
17h 年レジスタ 80 40 20 10 8 4 2 1
18h 分アラーム AE_M 40 20 10 8 4 2 1
19h 時アラーム AE_H GP0 20 10 8 4 2 1

1Ah 
曜日アラーム AE_W

D
6 5 4 3 2 1 0

日付アラーム GP1 20 10 8 4 2 1
1Bh タイマーカウンタ 0 128 64 32 16 8 4 2 1
1Ch タイマーカウンタ 1 GP5 GP4 GP3 GP2 2048 1024 512 256
1Dh 拡張レジスタ TEST WADA USEL TE FD TD
1Eh フラグレジスタ ○ ○ UF TF AF EVF V2F V1F
1Fh コントロールレジスタ RESERVED UIE TIE AIE EIE ○ RESET

○：読み出し専用。常時「0」。 
 
レジスタの定義，アドレス 20h～2Fh ሺ拡張レジスタ②ሻ 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

20h 
1/100 秒キャプチャ 

ሺ読み出し専用ሻ 
80 40 20 10 8 4 2 1

21h 
秒キャプチャ 

ሺ読み出し専用ሻ 
○ 40 20 10 8 4 2 1

2Ch オフセット ○ ○ OFFSET 
2Fh イベント制御 ECP EHL ET ○ ○ ○ ERST

○：読み出し専用。常時「0」。 
 
3.1.1. オートインクリメント 
 
アドレスがオートインクリメントされた時、アドレス FFh からアドレス 00h へのラップアラウンドሺアドレス FFh
まで行くと自動的にアドレス 00h へ戻るሻが起こります。ሺ下図参照ሻ  
 
レジスタのオートインクリメント： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

アドレス

オート
インクリメント

ラップアラウンド00h

02h
01h

03h

FDh
:

FEh
FFh
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3.2. クロックレジスタ 
 
10h-1/100 秒レジスタሺ読み出し専用ሻ 
このレジスタは、1/100 秒のカウントを二桁の BCD 形式で保持します。 
値は、00 から 99 になります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

10h 
1/100 秒ሺ読み出し専用ሻ 80 40 20 10 8 4 2 1

リセット X X X X X X X X

ビット 記号 値 説明 

7：0 100th SecondsሺRead Onlyሻ 
00～99

 

1/100 秒のカウントを BCD 形式で保持します。秒レジスタ
への書き込み時、RESET ビットを 1 にセット時、EVI 端子
で外部イベントを検知したとき ERST ビットが 1 にセット
されていた場合、1/100 秒レジスタを 00 にクリアします。

 
00h，11h-秒レジスタ 
このレジスタは、秒のカウントを二桁の BCD 形式で保持します。 
値は 00 から 59 になります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

00h，11hሺ1ሻ 
秒レジスタ ○ 40 20 10 8 4 2 1
リセット 0 X X X X X X X

ビット 記号 値 説明 
7 ○ 0 読み出し専用。常時「0」。

6：0 Seconds 00～59

秒のカウントを BCD 形式で保持します。 
秒レジスタに書き込みをすると 1/100秒レジスタが 00に
リセットされます。RESET ビットに 1 を書き込んだ場合、
秒レジスタの値は保持されます。 

 
01h，12h-分レジスタ 
このレジスタは、分のカウントを二桁の BCD 形式で保持します。 
値は、00 から 59 になります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

01h，12hሺ1ሻ 
分レジスタ ○ 40 20 10 8 4 2 1
リセット 0 X X X X X X X

ビット 記号 値 説明 
7 ○ 0 読み出し専用。常時「0」。

6：0 Minutes 00～59 分のカウントを BCD 形式で保持します。 
 
02h，13h-時レジスタ 
このレジスタは、時間のカウントを二桁の BCD 形式で保持します。 
値は、00 から 23 になります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

02h，13hሺ1ሻ 
時レジスタ ○ ○ 20 10 8 4 2 1
リセット 0 0 X X X X X X

ビット 記号 値 説明 
7：6 ○ 0 読み出し専用。常時「0」。
5：0 Hours 00~23 時間のカウントを BCD 形式で保持します。 

 
ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。 
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3.3. カレンダーレジスタ 

 
03h，14h-曜日レジスタ 
このレジスタは、現在の曜日を保持します。 
Bit0～6 の各ビットにお客様ご自身で、各曜日を割り振って下さい。 
値は、1 から 7 の範囲となります。 
また、複数のビットへ、同時に「1」をセットしないで下さい。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

03h，14hሺ1ሻ 
曜日レジスタ ○ 7 6 5 4 3 2 1
リセット 0 X X X X X X X

ビット 記号 値 説明 
7 ○ 0 読み出し専用。常時「0」。

6：0 Weekday 1~7
曜日レジスタの値を保持します。 
複数のビットへ、同時に「1」をセットしないで下さ
い。ሺ下表を御参照下さいሻ

Weekday Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
Weekday1 

0 

0 0 0 0 0 0 1
Weekday2 0 0 0 0 0 1 0
Weekday3 0 0 0 0 1 0 0
Weekday4 0 0 0 1 0 0 0
Weekday5 0 0 1 0 0 0 0
Weekday6 0 1 0 0 0 0 0
Weekday7 1 0 0 0 0 0 0

 
04h，15h-日レジスタ 
このレジスタは、その月の現在の「日付」を二桁の BCD 形式で保持します。 
値は、00 から 31 の範囲となります。 
PORሺパワーオンリセットሻ後に設定されるリセット値「XX」を、有効な初期値ሺ01 から 31ሻに書き換えてくださ

い。うるう年は、2000 年から 2099 年の間、正しく処理され、年レジスタ値が 4 の倍数ሺうるう年ሻሺ00 年を含むሻ
の場合、2 月 29 日を付け加えます。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
04h，
15hሺ1ሻ 

日レジスタ ○ ○ 20 10 8 4 2 1
リセット 0 0 X X X X X X

ビット 記号 値 説明 
7：6 ○ 0 読み出し専用。常時「0」。

5：0 Date 00～31

現在の「日付」を BCD 形式でを保持します。 
PORሺパワーオンリセットሻ後に設定されるリセット値
「XX」は、有効な初期値ሺ01 から 31ሻに書き換えて下さ
い。

 

05h，16h-月レジスタ 

このレジスタは、現在の「月」を二桁の BCD 形式で保持します。  
値は、01 から 12 の範囲となります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

05h，16hሺ1ሻ 
月レジスタ ○ ○ ○ 10 8 4 2 1
リセット 0 0 0 X X X X X

ビット 記号 値 説明 
7：5 ○ 0 読み出し専用。常時「0」。
4：0 Month 01～12 現在の「月」を BCD 形式で保持します。 

ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。 
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06h，17h-年レジスタ 

このレジスタは、二桁の BCD 形式で表され、現在の「年」を保持します。  
値は、00 から 99 の範囲となります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

06h，17hሺ1ሻ 
年レジスタ 80 40 20 10 8 4 2 1
リセット X X X X X X X X

ビット 記号 値 説明 
7：0 Year 00~99 現在の「年」を BCD 形式で保持します。 

 
07h-RAM 
このレジスタは、汎用ビットを保持します。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit1 Bit 0

07h 
RAM RAMdata

リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 
7：0 RAM 00h~FFh ユーザーRAM

 
ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。 
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3.4. アラームレジスタ 

 
08h，18h-分アラーム 
このレジスタは、分アラーム有効化ビット AE_M と、分のアラーム値を二桁の BCD 形式で保持します。 
値は、00 から 59 の範囲となります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

08h，18hሺ1ሻ 
分アラーム AE_M 40 20 10 8 4 2 1
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 

7 AE_M 

分アラーム有効化ビット
AE_H、AE_WD と併用して、アラームを有効にします。ሺ「4.7.2. ア
ラーム割り込みの使用」を併せて御参照下さい。ሻ 

0 分アラームを有効にします。ሺデフォルト値ሻ 
1 分アラームを無効にします。 

6：0 Minutes Alarm 00～59 分のアラーム値を BCD 形式で保持します。 
 
09h，19h-時アラーム 
このレジスタは、時間のアラーム有効化ビット：AE_H と時間のアラーム値を二桁の BCD 形式で保持します。 
値は、00 から 23 の範囲となります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

09h，19hሺ1ሻ 
時アラーム AE_H GP0 20 10 8 4 2 1
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 

7 AE_H 

時アラーム有効化ビット
AE_M、AE_WD と併用して、アラームを有効にします。ሺ「4.7.2. ア
ラーム割り込みの使用」を併せて御参照下さい。ሻ 

0 時アラームを有効にします。ሺデフォルト値ሻ 
1 時アラームを無効にします。 

6 GP0 0 か 1 汎用ビット

5：0 Hours Alarm 00～23 時間のアラーム値を BCD 形式で保持します。

 
ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。 
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0Ah，1Ah-曜日/日付アラーム 
このレジスタは、曜日/日付のアラーム有効化ビットሺAE_WDሻを保持します。 
WADAሺ曜日／日付ሻビットሺレジスタ 0Dh,1Dh のビット 6ሻが「0」の場合、曜日のアラーム値ሺ曜日はお客様の手で

割りつけますሻを保持します。 
複数の曜日で、セットできます。 
値は、0000001 から 1111111 までの範囲となります。 
WADA ビットが「1」の場合、日付のアラーム値を二桁の BCD 形式で保持します。 
値は、01 から 31 の範囲になります。 
うるう年は、2000 年から 2099 年の間、正確に処理されます。 

年レジスタ値が4の倍数ሺうるう年ሻሺ00年を含むሻの場合、2月29日を付加します。 

 

WADA（レジスタ 0Dh,1Dh のビット 6）＝「0」の時の、曜日アラーム 
アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

0Ah，
1Ahሺ1ሻ 

曜日アラーム AE_WD 7 6 5 4 3 2 1
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 

7 AE_WD 

曜日／日付のアラーム有効化ビット
AE_M、AE_H と併用して、アラームを有効にします。ሺ「4.7.2. アラ
ーム割り込みの使用」を併せて御参照下さいሻ  

0 曜日／日付アラームを有効にします。ሺデフォルト値ሻ
1 曜日／日付アラームを無効にします。 

6：0 Weekday Alarm 
0000001

～1111111
曜日のアラーム値を保持します。 
複数の曜日を、セットできます。 

Weekday Alarm Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0
Weekday1 Alarm 

0 か 1

0 0 0 0 0 0 1
Weekday2 Alarm 0 0 0 0 0 1 0
Weekday3 Alarm 0 0 0 0 1 0 0
Weekday4 Alarm 0 0 0 1 0 0 0
Weekday5 Alarm 0 0 1 0 0 0 0
Weekday6 Alarm 0 1 0 0 0 0 0
Weekday7 Alarm 1 0 0 0 0 0 0

 
例）Weekday1 と Weekday3 にアラームをセットしたい場合、Weekdayሾ6:0ሿフィールド値は 0000101b となりま

す。 
 
WADAሺレジスタ 0Dh,1Dh のビット 6ሻ＝「1」の時の、日付のアラーム 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
0Ah，
1Ahሺ1ሻ 

日付アラーム AE_WD GP1 20 10 8 4 2 1
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 

7 AE_WD 

曜日／日付のアラーム有効化ビット
AE_M、AE_H と併用して、アラームを有効にします。ሺ「4.7.2. アラ
ーム割り込みの使用」を併せて御参照下さいሻ  

0 曜日／日付アラームを有効にします。ሺデフォルト値ሻ
1 曜日／日付アラームを無効にします。 

6 GP0 0 か 1 汎用ビット

5：0 Date Alarm 01～31 BCD 形式で表され、日付のアラーム値を保持ます。

 
ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。 
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3.5. 定周期タイマーコントロールレジスタ 
 
0Bh，1Bh-タイマーカウンタ 0 
このレジスタは、定周期タイマーのための、プリセット値の下位 8 ビットを設定するため使われます。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
0Bh，
1Bhሺ1ሻ 

タイマーカウンタ 0 128 64 32 16 8 4 2 1
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 

7：0 Timer Counter 0 00h~FFh

定周期タイマーのプリセット値ですሺ下位 8 ビットሻ
ሺ「4.5.2. 定周期タイマーの使用」を併せて御参照下さ
いሻ。読み出し時、タイマの現在値ではなくプリセット
値のみが返されます。

 
0Ch，1Ch-タイマーカウンタ 1 
このレジスタは、定周期タイマーのための、プリセット値の上位 4 ビットを設定するため使われます。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
0Ch，
1Chሺ1ሻ 

タイマーカウンタ 1 GP5 GP4 GP3 GP2 2048 1024 512 256
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 
7 GP5 0 か 1 汎用ビット

6 GP4 0 か 1 汎用ビット

5 GP3 0 か 1 汎用ビット。

4 GP2 0 か 1 汎用ビット。

3：0 Timer Counter 1 0h～Fh

定周期タイマーのプリセット値ですሺ下位 4 ビットሻ
ሺ「4.5.2. 定周期タイマーの使用」を併せて御参照下さ
いሻ。読み出し時、タイマの現在値ではなくプリセット
値のみが返されます。

 
ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。 
 

定周期タイマーの周期： 

定周期タイマーの周期 ൌ
定周期タイマーのプリセット値n

定周期タイマのクロックソース周波数
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3.6. 拡張レジスタ 
 
0Dh，1Dh-拡張レジスタ 
このレジスタは、アラーム割り込み機能と定周期タイムアップデート割り込み機能用ソースクロックを指定するた

めと、定周期タイマー機能を選択又は設定するために使われます。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

0Dh，1Dhሺ1ሻ 
拡張レジスタ TEST WADA USEL TE FD TD
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 

7 TEST 0
メーカーのテストビット。値は常時「0」。 
このレジスタの書き込み時、このビットへ「1」の書き込み
は、お避け下さい。「0」であれば正常に動作します。

6 WADA 

曜日アラーム／日付アラームの選択ビット。 
アラーム割り込み機能用ソースを曜日か日付のどちらにするかを指定す
るために使用します。

0
曜日をアラーム割り込み機能用ソースとして指定します。
ሺデフォルト値ሻ

1 日付をアラーム割り込み機能用ソースとして指定します。

5 USEL 

アップデート割り込み選択ビット。
定周期タイムアップデート割り込み機能を、秒、分いずれに対して行う
かを指定します。

0
秒のアップデートሺ自動リセット時間：500msሻ。デフォルト
値。

1 分のアップデートሺ自動リセット時間：15.6msሻ 

4 TE 

定周期タイマー有効化ビット。
定周期タイマー割り込み機能のスタート／ストップを設定します。

0 定周期タイマー割り込み機能を停止します。ሺデフォルト値ሻ

1
定周期タイマー割り込み機能を開始します。ሺカウントは、
プリセット値から開始ሻ

3：2 FD 

CLKOUT周波数の選択。CLKOUT端子で出力する周波数をセット

00 32.768kHz ሺデフォルト値ሻ
01 1.024 kHz
10 1 Hz
11 32.768 kHz

1：0 TD 00～11

タイマーソースの周波数選択。 
定周期タイマー割り込み機能用カウントダウンソースクロッ
クを設定します。 
自動リセット時間ሺtRTNሻとリセットビットの効果も同時に定
義します。 
下表を御参照下さい。ሺ「4.5. 定周期タイマー割り込み機
能」を併せて御参照下さいሻ

TD 値 タイマーソースの周波数 
カウントダウン

の周期
tRTN リセットビット

00 4.096 kHz –デフォルト値 244.14 μs 122 μs
リセットビットの効果はありませ
ん。

01 64 Hz 15.625 ms 7.813 ms リセットビットが「1」の場合割り込
み機能を停止します。 10 1 Hz 1 s 7.813 ms

11 1/60 Hz 60 s 7.813 ms
 
ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。 
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3.7. フラグレジスタ 
 
0Eh，1Eh-フラグレジスタ 
このレジスタは、さまざまなステータスビットを保持します。 
どんなステータスフラグもクリアできるよう、このレジスタはいつでも書き込みが出来ます。 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

0Eh，1Ehሺ1ሻ 
フラグレジスタ ○ ○ UF TF AF EVF V2F V1F

リセット 0 0 0 0 0 X 1 1

ビット 記号 値 説明

7:6 ○ 0 読み出し専用。常時「0」

5 UF 

定周期タイムアップデートフラグሺ「4.6. 定周期タイムアップデート割り込み機能」
を併せて御参照下さいሻ

0 このビットに「0」を書き込むことで、このフラグはクリアされます。

1 
「0」から「1」に切り替わった場合、定周期タイムアップデート割り込
みイベントの発生を通知します。

4 TF 

定周期タイマーフラグሺ「4.4. 定周期タイマー割り込み機能」を併せて御参照下さ
いሻ 

0 このビットに「0」を書き込むことで、このフラグはクリアされます。

1 
「0」から「1」に切り替わった場合、定周期タイマー割り込みイベント
の発生を通知します。

3 AF 

アラームフラグሺ「4.7. アラーム割り込み機能」を併せて御参照下さいሻ
0 このビットに「0」を書き込むことで、このフラグはクリアされます。

1 
「0」から「1」に切り替わった場合、アラーム割り込みイベントの発生
を通知します。

2 EVF 

外部イベントフラグሺ「4.8. 外部イベント機能」を併せて御参照下さいሻ

X 

リセット値「X」は、PORሺパワーオンリセットሻ時のEVI端子の電圧に影
響されるため、その都度ビットに「0」を書き込み、クリアする必要が
あります。 
POR時のEHLビット値は「0」なので、LOWレベルが、外部イベント割
り込みとして認識されます。 
Xൌ1の場合、LOWレベルをEVI端子で検出します。 
Xൌ0の場合、LOWレベルはEVI端子で検出しません。 

0 このビットに「0」を書き込むことで、このフラグはクリアされます。

1 
「0」から「1」に切り替わった場合、外部イベントの発生を通知しま
す。

1 V2F 

発振器停止閾値電圧検知フラグ

0 
読み出し：データロス未検出。
書き込み：次の低電圧検出に備え、V2Fビットをクリアします。V1Fビ
ットも同時にクリアされます。

1 

読み出し：電圧がVLOW2電圧を下回り、デバイス中のデータが正確でな
くなった場合にセットされます。全てのレジスタを初期化する必要があ
ります。ビットに「0」を書き込むことによりフラグをクリアします。 
パワーオンリセットሺPORሻ時、このフラグには、自動的に「1」がセッ
トされるので、ビットに「0」を書き込んでクリアする必要がありま
す。
書き込み：V2Fビットに変化はありません。 

0 V1F 

温度補償機能停止閾値検知フラグ

0 
読み出し：温度補償有効ሺ2ሻ

書き込み：次の低電圧検出に備え、V1Fビットをクリアします。V2Fビ
ットも同時にクリアされます。

1 

読み出し：電圧がVLOW1電圧を下回り、温度補償が停止した場合にセッ
トされます。このビットに「0」を書き込む事により、フラグをクリア
します。パワーオンリセットሺPORሻ時、このフラグには、自動的に
「1」がセットされるので、ビットに「0」を書き込んでクリアする必要
があります。書き込み：V1Fビットに変化はありません。 

ሺ2ሻVDDがVLOW1 ሺ1.2 VሻとVDD MIN ሺ1.5 Vሻ の間では、時刻精度仕様が保証されないことに注意してください。

ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。 
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3.8. コントロールレジスタ 
 
0Fh，1Fh-コントロールレジスタ 
このレジスタは、INTതതതതത 端子からの割り込みイベント出力と、クロックのストップ/開始条件と、カレンダーオペレ

ーションで制御され、使用されます。 
アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

0Fh，1Fhሺ1ሻ 
コントロール 

レジスタ 
RESERVED UIE TIE AIE EIE ○ RESET

リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明

7:6 RESERVED 0 
不使用。
しかし外部へのリーク電流を避ける為、「0」にする必要があります。

5 UIE 

定周期タイムアップデート割り込み有効化ビットሺ4.6.節 「定周期タイムア
ップデート割り込み機能」も合わせて御参照ください。ሻ 

0 
割り込み信号は、定周期タイムアップデートイベント発生時、もし
くは INTതതതതത 端子の割り込み信号キャンセル時、INTതതതതത 端子に発生しま
せん。また、UFフラグはセットされません。ሺデフォルト値ሻ

1 

割り込み信号は、定周期タイムアップデートイベント発生時、INTതതതതത
端子に発生します。 また、定周期タイムアップデートイベント発
生時UFフラグはセットされます。
INTതതതതത 端子のLOWレベル出力信号は、tRTN ൌ 500msሺ秒アップデートሻ
後か、tRTN ൌ 15.6msሺ分アップデートሻ後、自動的にクリアされま
す。

4 TIE 

定周期タイマー割り込み有効化ビットሺ4.5.節 「定周期タイマー割り込み機
能」も合わせて御参照ください。ሻ

0 
割り込み信号は、定周期タイマーイベント発生時、もしくは INTതതതതത
端子の割り込み信号キャンセル時、INTതതതതത 端子に発生しません。ሺデ
フォルト値ሻ

1 

割り込み信号は、定周期タイマーイベント発生時、INTതതതതത 端子に発生
します。
INTതതതതത 端子のLOWレベル出力信号は、tRTN ൌ 122µsሺTDൌ00ሻ後か、
tRTN ൌ 7.813msሺTDൌ01,10,11ሻ後、自動的にクリアされます。

3 AIE 

アラーム割り込み有効化ビットሺ4.7.節 「アラーム割り込み機能」も合わせ
て御参照ください。ሻ

0 
割り込み信号は、アラームイベント発生時、もしくは INTതതതതത 端子の
割り込み信号キャンセル時、INTതതതതത 端子に発生しません。ሺデフォル
ト値ሻ

1 
割り込み信号は、アラームイベント発生時、INTതതതതത 端子に発生します。
この設定は、AFビット値が「0」にクリアされるまで保持します。
ሺ自動キャンセル不可ሻ

2 EIE 

外部イベント割り込み有効化ビットሺ「4.8. 外部イベント機能」を併せて御
参照下さいሻ

0 
割り込み信号は、EVI端子に外部イベント発生時、INTതതതതത 端子に発生
しません。ሺデフォルト値ሻ

1 
割り込み信号は、EVI端子に外部イベント発生時、INTതതതതത 端子に発生
します。この設定は、EVFビット値が「0」にクリアされるまで保
持します。ሺ自動キャンセル不可ሻ

1 ○ 0 読み出し専用。常時「0」

0 RESET 

リセット/ストップ機能。このビットはソフトウェアベースで時刻調整を行
うときに使用します。ሺ4.13節 「RESETビットの機能」を併せて御参照く
ださい。ሻ

0 リセットを解除します。ሺデフォルト値ሻ 

1 

時刻&カレンダー回路内の1秒未満ሺ2Hz～4kHzሻのレジスタ値を
「0」にリセットし、クロックも停止します。 
1/100秒レジスタも「0」にリセットします。 
定周期タイマー割り込み、定周期タイムアップデート割り込み、ア
ラーム割り込みのいずれも発生しません。 

ሺ1ሻ ドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。逆も同様です。  
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3.9. オフセットレジスタ 
 
2Ch-オフセットレジスタ 
このレジスタは、エージング補正の「OFFSET」値を保持します。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

2Ch 
オフセット ○ ○ OFFSET
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明

7：6 ○ 0 読み出し専用。常時「0」

5：0 OFFSET 
00000

~
11111

有効な周波数シフト量のステップ 
ሺ最大補正範囲は、約േ7.4ppmሻ
1LSBの補正値は、1/ሺ32768*128ሻൌ 0.2384 ppm。
ሺ「5.4. エージング補正」を併せて御参照下さい。ሻ

OFFSET 補正パルス数 シフト量ሺppmሻሺ*ሻ
011111 -31 -7.391 
011110 -30 -7.153 

： ： ： 
000001 -1 -0.238 
000000 0 0.000 
111111 1 0.238 
111110 2 0.477 

： ： ： 
100001 31 7.391 
100000 32 7.629 

 ሺ*ሻ小数点以下5桁まで計算
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3.10. キャプチャ・バッファ/イベントコントロールレジスタ 
 
20h-1/100 秒 キャプチャሺ読み出し専用ሻ 
このレジスタは 1/100 秒レジスタからキャプチャሺコピーሻした値を二桁の BCD 形式で保持します。ሺタイムスタン

プሻ  
値は、00 から 99 になります。 
 

アドレス 
機能 

Bit 7 Bit 6 Bit 5
Bit
4

Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

20h 
1/100 秒キャプチャ

ሺ読み出し専用ሻ 
80 40 20 10 8 4 2 1

リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明 

7：0 

100th Seconds 
CPሺRead Onlyሻ 

00～99

1/100秒レジスタからキャプチャした値をBCD形式で保持し
ます。
ERSTビットが１のときにEVI端子で外部イベントを検知した
場合、1/100秒キャプチャは00にクリアされます。

 
21h-秒キャプチャሺ読み出し専用ሻ 
このレジスタは秒レジスタからキャプチャሺコピーሻした値を二桁の BCD 形式で保持します。ሺタイムスタンプሻ  
値は、00 から 59 になります。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

21h 
秒キャプチャ 

 ሺ読み出し専用ሻ 
○ 40 20 10 8 4 2 1

リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明

7 ○ 0 読み出し専用。常時「0」
6：0 Seconds CP 

ሺRead Onlyሻ 
00～59 秒レジスタからキャプチャした値をBCD形式で保持しま

す。ERSTビットが１のときにEVI端子で外部イベントを検
知した場合、秒キャプチャは00にクリアされます。
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2Fh-イベントコントロール 
このレジスタは、EVI 端子におけるイベント検出を制御します。 
EHF ビットの設定によって、HIGH 信号もしくは LOW 信号が検出されます。 
さらに、ET フィールドでサンプリング周期を選択して、EVI 信号パルスをフィルタリングします。 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

2Fh 
イベント制御 ECP EHL ET ○ ○ ○ ERST
リセット 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 記号 値 説明

7 ECP 

イベントキャプチャ有効化ሺタイムスタンプሺ1/100秒、秒ሻ有効化ሻビット
ሺ4.8節 「外部イベント機能」を併せて御参照ください。ሻ 

0 イベントキャプチャを無効にします。ሺデフォルト値ሻ 

1 
EVI端子で検出される外部イベントは、秒と1/100秒をキャプチャ
し、秒キャプチャと1/100秒キャプチャを、レジスタにコピーしま
す。

6 EHL 

イベントHIGH/LOWの検出選択ሺ4.8節 「外部イベント機能」を併せて御参照く
ださい。ሻ 

0 LOWレベルを、EVI端子の外部イベント割り込みと認識します。

1 HIGHレベルを、EVI端子の外部イベント割り込みと認識します。

5：4 ET 

イベントフィルタリング周期セット
EVI信号をサンプリングして、EIV信号パルスをフィルタリングします。
ET＝01，10，11の時、エッジとレベルを検出します。ሺ「4.8.2. 外部イベント
機能の使用」を併せて御参照下さいሻ

00 
フィルタリングなし。エッジを検出します。 
ሺ最小パルスタイム：30.5µsሻሺデフォルト値ሻ 

01 3.9msサンプリング周期ሺ256Hzሻ
10 15.6msサンプリング周期ሺ64Hzሻ
11 125msサンプリング周期ሺ8Hzሻ

3：1 ○ 0 読み出し専用。常時「0」

0 ERST 

イベントリセット。
ハードウェアベースの、時間調整ሺ同期ሻ用のビットです。ሺ「4.8.2. 外部イベン
ト機能の使用」を併せて御参照下さいሻ

0 外部イベントが検出された場合、リセットしません。ሺデフォルト値ሻ

1 

EVI端子で外部イベントを検出した場合、1/100秒レジスタが0にリセ
ットされます。さらに、1/100秒キャプチャと秒キャプチャもECPビ
ットの値にかかわらず0にリセットされます。イベント検出後、ERST
ビットが自動的に0にリセットされます。 
ERSTビットが1の時に、イベント前にERSTビットを0に戻すとリセッ
ト機能がキャンセルされることがあります。 
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3.11. レジスタリセット値の概要 
 

アドレス 機能 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
10h 1/100 秒 

ሺ読み出し専用ሻ 
X X X X X X X X

00h,11hሺ1ሻ 秒レジスタ 0 X X X X X X X
01h,12hሺ1ሻ 分レジスタ 0 X X X X X X X
02h,13hሺ1ሻ 時レジスタ 0 0 X X X X X X
03h,14hሺ1ሻ 曜日レジスタ 0 X X X X X X X
04h,15hሺ1ሻ 日レジスタ 0 0 X X X X X X
05h,16hሺ1ሻ 月レジスタ 0 0 0 X X X X X
06h,17hሺ1ሻ 年レジスタ X X X X X X X X

07h RAM 0 0 0 0 0 0 0 0
08h,18hሺ1ሻ 分アラーム 0 0 0 0 0 0 0 0
09h,19hሺ1ሻ 時アラーム 0 0 0 0 0 0 0 0
0Ah,1Ahሺ1ሻ 曜日アラーム/ 

日付アラーム 
0 0 0 0 0 0 0 0

0Bh,1Bhሺ1ሻ タイマーカウンタ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0Ch,1Chሺ1ሻ タイマーカウンタ 1 0 0 0 0 0 0 0 0
0Dh,1Dhሺ1ሻ 拡張レジスタ 0 0 0 0 0 0 0 0
0Eh,1Eሺ1ሻ フラグレジスタ 0 0 0 0 0 X 1 1

0Fh,1Fhሺ1ሻ コントロール 
レジスタ 

0 0 0 0 0 0 0 0

20h 1/100 秒キャプチャ
ሺ読み出し専用ሻ 

0 0 0 0 0 0 0 0

21h 秒キャプチャ 
ሺ読み出し専用ሻ 

0 0 0 0 0 0 0 0

2Ch オフセット 0 0 0 0 0 0 0 0
2Fh イベント制御 0 0 0 0 0 0 0 0

X:不定 
 
ሺ1ሻ アドレス範囲 00h～0Fh でアクセスされたデータは、アドレス範囲 10h～1Fh に自動的にアップデートされま

す。 
逆も同様です。 
 
RR-8803-C7 の電源投入後のリセット値:  
時刻ሺhh:mm:ss.00ሻ ൌ XX:XX:XX.XX
日付 ሺYY-MM-DDሻ ൌ XX-XX-XX 
曜日 ൌ X  
Time CP ሺss.00ሻ ൌ 00.00 ሺread onlyሻ
TEST Bit ൌ 0 ሺ常に 0ሻ 
イベントフラグ EVF ൌ 0 or 1 ሺ0ൌHIGH レベル信号検知時: 1 ൌLOW レベル信号検知時ሻ 
Pins ൌ CLKOUT 周波数 ൌ 32.768 kHz ሺCLKOE が HIGH のときሻ 
Offset ൌ 0 
アラーム機能 ൌ 有効化,週 1 回アラーム発生

定周期タイマー ൌ 無効化, タイマクロックソース周波数 ൌ 4096 Hz
タイムアップデート ൌ 秒アップデートモード

外部イベント機能 ൌ Capture disabled, LOW level is regarded as External Event on pin EVI,
no filtering on EVI pin, no reset if an External Event is detected  

リセット機能 ൌ 無効化 
割り込み ൌ 無効化 
低電圧検出フラグ ൌ 1 ሺコマンドでクリア可能ሻ
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4. 詳細機能説明 
 
4.1. パワーオンリセットሺPORሻ 
 
電源起動時にパワーオンリセットሺPORሻが発生します。ሺ「7.4. 電源初期投入時の交流特性」を併せて御参照下さ

いሻ  
全レジスタは、各々のリセット値に初期化されます。 
 
4.2. パワーマネジメント 
 
発振回路は電源が常に入った状態で、1 秒ごとに温度測定し、クロックが温度補償されます。 
デジタルパートも常に電源が入っていますが、ሺI2C の様なሻクロックゲート方式で、電源をコントロールされてい

るレジスタもありあります。 
デフォルトでは、電源投入時はいつも低消費電力ሺパワーオフሻモードに入ります。 
I2C の動作を検知することで、レジスタを起動します。 
仕様のタイムキーピング消費電流を達成するためには、CLKOUT や I2C インターフェースのような端子を、無効に

する必要があります。 
 
4.3. クロックソース 
 
内蔵の 32.768kHz 水晶振動子は、レジスタ用クロックソースです。 
RR-8803-C7 は温度補償することによって、精度の高いクロック信号を、非常に低い消費電流で発生することがで

きます。 
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4.4. 割り込み出力 
INTതതതതത端子は、以下の4つの異なる割り込みでトリガーできます。 
 ・定周期タイマー割り込み 
 ・定周期タイムアップデート割り込み 
 ・アラーム割り込み 
 ・外部イベント機能 
 

 

  

割り込みスキーム:

カウントダウンカウンタ
TF

SET

to interface:
read TF

OR
≥1

INT

0

TIE

1

TE, TD,
0/1

UF
SET

to interface:
read UF

0

UIE

1

USEL

=

=

=

=

アラーム
コントロール

AF
SET

CLEAR

(1)

from interface:
clear AF

to interface:
read AF

0

AIE

1

0

WADA

1

0

AE_M

1

0

AE_H

1

0

AE_WD

1

EVF
SET

0

EIE

1

EHL, ET

EVI

CLEARfrom interface:
clear TF

CLEARfrom interface:
clear UF

CLEARfrom interface:
clear EVF

to interface:
read EVF

(2)

tRTN1

tRTN2

USEL

TD

(1) 有効化された全てのアラーム設定値が対応するカウンタと一致したときのみフラグがセットされます。
（初期設定ではなく、インクリメントされた後に一致したとき）

(2)  TIF, UIE, AIE EIEビットが無効化されているとき、INT出力はハイインピーダンスとなります。,

チェックナウ信号

分アラーム

分カウンタ

時アラーム

時カウンタ

曜日アラーム

曜日カウンタ

日アラーム

日カウンタ

アラームフラグ

パルス
ジェネレータ2

パルス
ジェネレータ1

タイマフラグ

アップデートフラグ

レジスタカウンタ

外部イベント検出

イベントフラグ

アップデートジェネレータ
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4.4.1 割り込みのサービシング 
 
INTതതതതത 端子は、4種類の割り込み出力の論理和ORを出力します。 
割り込みが検出された時ሺINTതതതതത 端子がLOWレベルの時ሻ、どの割り込みイベントが起こったのかを判断する為、

EVF，TF，UF，AFフラグが読み込まれます。 
INTതതതതത 端子出力がLOWレベルに変化しないよう、EIE、TIE、UIE、AIEビットを、クリアして下さい。 
INTതതതതത 端子を介しての割り込み出力なしで、イベント発生の有無をチェックする為、ソフトウェアは、EVF、TF、
UF、AF割り込みフラグを読み取ることができます。ሺポーリングሻ 
例外：定周期タイムアップデート割り込み機能による UF フラグは、UIE ビットが「1」にセットされている時だ

け「1」にセットされます。 

 
 
4.5.定周期タイマー割り込み機能 
 
定周期タイマー割り込み機能は、244.14 µs ～4095 分の周期で、割り込みイベントを定期的に発生させることが

できます。 
割り込みイベントが発生する際、イベントが発生したことを示すため、INTതതതതത 端子は LOW レベルになり、TF フラ

グは「1」にセットされます。 
コントロールレジスタの TIE ビットが、「1」にセットされる時だけ、INTതതതതത 端子の出力は、有効となります。 
INTതതതതത 端子の LOW レベル出力信号は、自動リセット時間ሺtRTNሻの後、自動的にクリアされますሺtRTNは、122 µsሺTD ൌ 
00ሻ か、7.813 msሺTD ൌ 01, 10, 11ሻሻ。 
 
定周期タイマー割り込み例： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

TIE

TE

INT

イベント

tRTN

書き込みオペレーション

初回周期 定周期 定周期
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4.5.1. 定周期タイマーの機能図 
 
定周期タイマー割り込みの機能図： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 定周期タイマーは、TE ビットに「1」が書き込まれた時、プリセット値からスタートします。 
② 定周期タイマー割り込みイベントは、カウントダウンソースクロックに基づいて、カウントダウンをス

タートします。 
カウント値が 000h になった時、割り込みイベントが発生します。 
割り込み後そのレジスタは、自動的にプリセット値がリロードされ、カウントダウンを再スタートしま

す。 
③ 「定周期タイマー割り込み」が発生する時、TF ビットは「1」にセットされます。 
④ TF ビットは、ソフトウェアにより「0」へクリアされるまで、「1」を保持します。 
⑤ TIE ビットが「1」で、「定周期タイマー割り込み」が発生すると、INTതതതതത 端子出力は「LOW」になりま

す。 
⑥ INTതതതതത 端子出力は、自動リセット時間「tRTN」の間は「LOW」のままで、その後自動的に「HIGH」に戻

ります。 
TD フィールドは、そのソース周波数と自動リセット時間「tRTN」を決定します。 
tRTN ൌ 122µsሺTD ൌ 00ሻか、7.813msሺTD ൌ 01, 10, 11ሻ 

⑦ 「0」が TE ビットに書き込まれた時、定周期タイマー機能は停止され、INTതതതതത 端子は自動リセット時間

「tRTN」後、「HIGH」に戻ります。 
⑧ INTതതതതത 端子が「LOW」の場合、TF ビットの値が「0」にクリアされても、INTതതതതത 端子出力は「LOW」のま

まです。 
⑨ INTതതതതത 端子が「LOW」の場合、TIE ビットの値が「0」にクリアされると、INTതതതതത 端子出力は「HIGH」にな

ります。 
 

  

書き込みオペレーション

tRTN

イベント

INT

TE

TIE

TF

①

tRTN tRTN

⑨

⑦

⑤ ⑥

③ ④

②

⑧

定周期定周期初回周期 定周期

tRTN
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4.5.2. 定周期タイマーの使用 
 
下記のレジスタ、フィールドおよびビットは、定周期タイマー割り込み機能に関連しています。 
・ タイマーカウンタ 0 レジスタ。ሺ0Bh, 1Bhሻሺ「3.5. 定周期タイマーコントロールレジスタ」を併せて御参照下

さいሻ  
・ タイマーカウンタ 1 レジスタ。ሺ0Ch, 1Cሻሺ「3.5. 定周期タイマーコントロールレジスタ」を併せて御参照下

さいሻ 
・ TE ビットと TD フィールド。ሺ「3.6. 拡張レジスタ 0Dh, 1Dh」を併せて御参照下さいሻ  
・ TF ビット。ሺ「3.7. フラグレジスタ 0Eh, 1Eh」を併せて御参照下さいሻ 
・ TIE ビット。ሺ「3.8. コントロールレジスタ 0Fh, 1Fh」を併せて御参照下さいሻ 

 
定周期タイマー割り込み用のタイマー設定の前に、INTതതതതത 端子への予期しない割り込みを防ぐため、TIE と TE ビッ

トに「0」を書き込むことを推奨します。 
リセットビット値が「1」の時、定周期タイマー割り込みは発生しません。 
定周期タイマー割り込み機能が使われない時、タイマーカウンタレジスタሺ0Bh, 1Bh と 0Ch, 1Chሻの 2 バイトは、

RAM バイトに利用できます。 
タイマーソース周波数選択フィールド TD は、定周期タイマー割り込み機能のための、カウントダウン周期（ソー

スクロック）をセットするために使用されます。ሺ4 つの設定が可能ですሻ  
 
定周期タイマー割り込み機能を使うための手順： 
 

1. ビット TIE、TE、TF を「0」に初期化します。 
2. タイマーソースクロックを選択し、TD フィールドに対応する値を書き込みます。 
3. タイマーソースクロックに基づく割り込み周期を選択し、タイマーカウンタ 0 レジスタሺ0Bh, 1Bhሻとタイマ

ーカウンタ 1 レジスタሺ0Ch, 1Chሻに、対応するプリセット値を書き込みます。 
下表を御参照下さい。 

4. INTതതതതത 端子でハードウェア割り込みを発生させる場合、TIE ビットを「1」にセットします。 
5. 定周期タイマーをスタートするために、TE ビットの「0」を「1」にセットします。 

カウントダウンはアドレス「D」に、データ転送後の ACK 用クロックの立ち上がりエッジを、トリガーとし

てスタートします。 
下図に、カウントダウン開始のタイミングを表示します。 

    
割り込み周期： 

タイマーカウンタ設定 
ሺ0Bh, 1Bhሻ，ሺ0Ch, 1Chሻ 

割り込み周期

TD ൌ 00ሺ4.096 kHzሻ TD ൌ 01ሺ64 Hzሻ TD ൌ 10ሺ1 Hzሻ TD ൌ 11ሺ1/60 Hzሻ
0 - - - -
1 244.14 μs 15.625 ms 1 s 1 min
2 488.28 μs 31.25 ms 2 s 2 min
： ： ： ： ：

41 10.010 ms 640.63 ms 41 s 41 min
205 50.049 ms 3.203 s 205 s 205 min
410 100.10 ms 6.406 s 410 s 410 min

2048 500.00 ms 32.000 s 2048 s 2048 min
： ： ： ： ：

4095ሺFFFhሻ 0.9998 s 63.984 s 4095 s 4095 min
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タイマースタートタイミング： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.5.3. 最初の１周期の長さ 
 
定周期タイマー機能が有効化されている場合に TF フラグがセットされたとき、INTതതതതത 端子から割り込み信号が発生

します。割り込みの制御方法は 4.4.割り込み出力の節をご参照ください。 
 
タイマーが開始されたとき、最初の 1 周期のみ周期に乱れが生じます。この乱れは、タイマーロック周波数によ

って非同期化されたインターフェースクロックから発生する有効な命令によって引き起こされます。2 回目以降の

タイマー周期にはこのような乱れはありません。最初の１周期が乱れる量は選択したタイマークロック周期に依存

します、下表を参照してください。 
 
 
タイマ値 n による最初のタイマ周期の長さሺ1ሻ 

 

TD タイマークロック周期 
最初の１周期の長さ ２回目以降の

周期の長さ最短周期 最長周期

00 4096Hz n*244s61s ሺn1ሻ*244s61s n*244s
01 64Hz n*15.625ms ሺn1ሻ*15.625ms n*15.625ms
10 1Hz n*1s ሺn1ሻ*1s n*1s
11 1/60Hz n*60s ሺn1ሻ*60s n*60s

ሺ1ሻタイマー値 n は 1~4095 まで有効です。タイマー値 n に 0 がロードされるとタイマーが停止します。

 
カウントダウン終了時、定周期タイマーフラグሺフラグレジスタ内 TF ビットሻがセットされます。TF ビットはコマ

ンドによってのみクリアできます。TF ビットがアサートされるとINTതതതതത 端子から割り込み信号が発生します 
 
タイマー値を読み出した場合、現在のカウントダウン値ではなく初期設定値が読み出されます。 

  

INT

SCL

SDA

イベント

SCLの立ち上りエッジ

初回周期

内部タイマー

TE

Bit 4

FD1

Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

ACKFD0 TD1 TD0

アドレス D
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4.6. 定周期タイムアップデート割り込み機能 
 
定周期タイムアップデート割り込み機能は、USEL ビットで選択されたタイマーソースに従い、1 秒もしくは 1 分

のアップデートタイムで、定期的に割り込みイベントを発生させます。 
割り込みイベントが発生した時、INTതതതതത 端子は LOW レベルとなり、UF フラグはイベントの発生を示すため、「1」
がセットされます。 
コントロールレジスタ内の UIE ビットが「1」にセットされた場合に限り、INTതതതതത 端子の出力が有効になります。 
INTതതതതത 端子の LOW レベル出力信号は、自動リセット時間：tRTN 後自動的にクリアされます。 
tRTN＝500msሺ秒アップデートሻか、tRTN＝15.6msሺ分アップデートሻ 
 
定周期タイムアップデート割り込みの例： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.6.1. 定周期タイムアップデートの機能図 
 
定周期タイムアップデート割り込みの機能図： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 内部クロックの値が秒更新か分更新のどちらかと一致する時、定周期タイムアップデート割り込みイベ

ントが発生します。 
USEL ビットは対応する自動リセット時間 tRTNから、それが秒周期か分周期なのかを決定します。 
tRTN＝500msሺ秒アップデートሻか、tRTN＝15.6msሺ分アップデートሻ 

② 「定周期タイムアップデート割り込み」が発生する時、UF ビットは「1」にセットされます。 
③ UF ビットはソフトウェアにより「0」にクリアされるまで、「1」を保持します。 
④ もし UIE ビットが「1」で、かつ「定周期タイムアップデート割り込み」が発生するなら、INTതതതതത 端子出

力は、「LOW」になります。 
⑤ INTതതതതത 端子出力は自動リセット時間 tRTN の間「LOW」のままとなり、その後自動的に「1」にクリアされ

ます。 
⑥ INTതതതതത 端子出力が「LOW」の場合、UF ビットの値が「0」にクリアされても、INTതതതതത 端子出力は「LOW」

のままです。 
⑦ INTതതതതത 端子出力が「LOW」の場合、UIE ビットの値が「0」にクリアされると、INTതതതതത 端子出力は

「HIGH」になります。 
⑧ UIE ビットが「0」で定周期タイムアップデート割り込みイベントが発生した場合、UF フラグはセット

されず、INTതതതതത 端子出力は「LOW」にはなりません。 
 
 

書き込みオペレーション

tRTN

イベント

INT

UIE

定周期定周期 定周期

①

③ ⑥②

⑤④

⑦

UF

UIE

INT

イベント

tRTN

書き込みオペレーション

定周期 定周期 定周期

tRTN

定周期

tRTN tRTN

⑧
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4.6.2. 定周期タイムアップデート割り込みの使用 
 
以下のビットは、定周期タイムアップデート割り込み機能と関連しています。： 
・ USEL ビット。ሺ「3.6. 拡張レジスタ、0Dh, 1Dh」を併せて御参照下さいሻ  
・ UF ビット。ሺ「3.7. フラグレジスタ、0Eh, 1Eh」を併せて御参照下さいሻ  
・ UIE ビット。ሺ「3.8. コントロールレジスタ、0Fh, 1Fh」を併せて御参照下さいሻ  

 
他の設定を入力する前に、INTതതതതത 端子における予期しない割り込みを防止するために、UIE ビットに「0」を書き込

むことを推奨します。 
もし、RESET ビットが「1」にセットされるとሺ「3.8. コントロールレジスタ 0Fh, 1Fh」を併せて御参照下さいሻ、
分周器チェーンはリセットされ、定周期タイムアップデート割り込み機能はトリガーされません。 
リセット機能は定周期タイムアップデート割り込み機能を発生させますが、RR-8803-C7 は停止しません。 
 
定周期タイムアップデート割り込み機能の使用手順： 
 

1. UIE ビットと UF ビットを、「0」に初期化します。 
2. タイマーソースクロックを選択し、USEL ビットに対応する値を書き込みます。 
3. INTതതതതത 端子にハードウェア割り込みを発生させる定周期タイムアップデート割り込み機能を有効化する為に、

UIE ビットを「1」にします。 
4. 最初の割り込みは、次のイベントሺ秒変更または分変更のどちらかሻの後、発生します。 
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4.7. アラーム割り込み機能 

 
アラーム割り込み機能は、日付、曜日、時間、分のアラーム設定時間に、割り込みを発生させます。 
割り込みイベントが発生する時、INTതതതതത 端子は LOW レベルになり、AF フラグはイベントが発生したことを示すた

め、「1」にセットされます。 
 
アラーム割り込み例： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.7.1. アラー割り込みの機能図 

 
アラーム割り込みの機能図： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 選択されたアラームレジスタが、対応するそれぞれのレジスタと一致する時、日付、曜日、時間、分

に、アラーム割り込みイベントが発生します。 
WADA ビットで、日付、曜日アラームのモードを切り替えます。 

② アラーム割り込みイベントが発生する時、AF ビットの値は「1」にセットされます。 
③ AF ビットは、それがソフトウェアにより「0」にクリアされるまで、「1」を維持します。 
④ もし AIE ビットが「1」かつアラーム割り込みが発生するなら、INTതതതതത 端子出力は「LOW」になります。 
⑤ INTതതതതത 端子出力が「LOW」の間に AIE の値が「1」から「0」に変わるとすぐ、INTതതതതത 端子出力は「HIGH」

になります。 
AF ビットの値が「1」の間、INTതതതതത 端子出力の状態は、AIE ビットにより制御できます。 

⑥ INTതതതതത 端子が「LOW」の場合、AF ビットの値が「1」から「0」にクリアされると、 INTതതതതത 端子出力は

「HIGH」になります。 
⑦ アラーム割り込みが発生する場合、AIE ビットの値が「0」なら、INTതതതതത 端子出力は「HIGH」になりま

す。 
 
 

AIE

INT

イベント

書き込みオペレーション

アラーム

or AF

書き込みオペレーション

イベント

INT

AIE

AF ⑥

④

⑤

② ③

①

アラーム アラーム

⑦
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4.7.2. アラーム割り込みの使用 

 
以下のレジスタとビットは、アラーム割り込み機能と関連しています。： 
・ 分レジスタ。ሺ01h, 12hሻሺ「3.2. クロックレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ 時レジスタ。ሺ02h, 13hሻሺ「3.2. クロックレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ 曜日レジスタ。ሺ03h, 14hሻሺ「3.3. カレンダーレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ 日付レジスタ。ሺ04h, 15hሻ ሺ「3.3. カレンダーレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ 分アラームレジスタと AE_M ビット。ሺ08h, 18hሻሺ「3.4. アラームレジスタ」を併せて御参照下さいሻ 
・ 時アラームレジスタと AE_H ビット。ሺ09h, 19hሻሺ「3.4. アラームレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ 曜日／日付アラームレジスタと AE_WD ビット。ሺ0Ah, 1Ahሻሺ「3.4. アラームレジスタ」を併せて御参照下さ

いሻ  
・ WADA ビット。ሺ「3.6. 拡張レジスタ，0Dh, 1Dh」を併せて御参照下さいሻ 
・ AF ビット。ሺ「3.7. フラグレジスタ，0Eh, 1Eh」を併せて御参照下さいሻ 
・ AIE ビット。ሺ「3.8. コントロールレジスタ，0Fh, 1Fh」を併せて御参照下さいሻ 

 
アラーム割り込みのためのタイマー設定を入力する前に、INTതതതതത 端子における予期しない割り込みを予防するた

め、AIE ビットに「0」を書き込む事を推奨します。 
リセットビットの値が「1」の時、アラーム割り込みは発生しません。 
アラーム割り込み機能が使われない時、アラームレジスタሺ08h, 18h：09h, 19h：0Ah, 1Ahሻの 3 バイトは、RAM バ

イトとして使うことが出来ます。 
使用する場合、AIE ビットに「0」を書き込んで下さい。ሺAIE ビットの値が「1」で、アラームレジスタを RAM レ

ジスタとして使用すると、INTതതതതത 出力は、意図せず LOW レベルに変わってしまう恐れがありますሻ  
 
アラーム割り込み機能の使用手順 
 

1. AIE ビットと AF ビットを「0」に初期化します。 
2. WADA ビットを設定する事により、曜日アラームか日付アラームかを選択します。 
3. レジスタ「08h，18h」から「0Ah，1Ah」に、所望のアラーム設定を書き込んで下さい。 

AE_M，AE_H，AE_WD の 3 つのアラーム有効化ビットは、マッチングを判断する、対応レジスタの選択に使

用します。 
下表を御参照下さい。 

4. INTതതതതത 端子でハードウェア割り込みを発生させる場合、AIE ビットを「1」にセットします。 
 
アラーム割り込み 

アラーム有効化ビット
アラームイベント

AE_WD AE_H AE_M 

0 0 0
分と時間と曜日/日付がマッチする時。ሺ1つの曜日/日付につき1回ሻሺ1ሻ

－デフォルト値。

0 0 1 時間と曜日/日付がマッチする時。ሺ1つの曜日/日付につき1回ሻሺ1ሻ

0 1 0 分と曜日/日付がマッチする時。ሺ1つの曜日/日付の1時間につき1回ሻሺ1ሻ

0 1 1 曜日/日付がマッチする時。ሺ曜日/日付につき1回ሻሺ1ሻ 
1 0 0 時間と分がマッチする時。ሺ1日につき1回ሻሺ1ሻ

1 0 1 時間がマッチする時。ሺ1日につき1回ሻሺ1ሻ

1 1 0 分がマッチする時。ሺ1時間につき1回ሻሺ1ሻ

1 1 1 毎分。ሺ2ሻ

ሺ1ሻAE_xビットሺxが、MとHとWDの時ሻ 
AE_xൌ0：アラーム有効化 
AE_xൌ1：アラーム無効化 

ሺ2ሻもし、全AE_xൌ1なら、アラームイベントは毎分
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4.8. 外部イベント機能 
 
制御ビット EIE と ECP で、外部イベントの割り込みと、タイムスタンプሺ1/100 秒、秒ሻ機能を有効化します。 
ET フィールドでサンプリング周期を選択する時、EHL ビットの設定によって、HIGH レベルもしくは LOW レベル

信号をイベントと認識できるようになり、更に、EVI 信号パルスがフィルタリングされます。 
外部イベント機能が有効化されていて、かつ外部イベントが EVI 端子にて検出された場合、秒及び 1/100 秒はキ

ャプチャされ、秒キャプチャレジスタと 1/100 秒キャプチャレジスタへコピーされます。 
そして INTതതതതത 出力が発生し、EVF フラグは外部イベントの発生を示すため、「1」にセットされます。 
 
外部イベントの検出とタイムスタンプ 

 

  

INT
外部イベント機能

イベントフラグ
EVF

SET

0

EIE

1

EHL, ET

EVI

to interface:
read EVF

CLEAR

from interface:
clear EVF

0

ECP

1

0

ERST

1

to interface: (3)
read only
read only

to/from interface:
read only
read/write

(1)

clear

capture/copy

clear

Time Stamp

clear

0

RESET

1

(2)

1

OR
≥1 stop

auto

(1)

(2)

(3)

1/100秒カウンタ

秒カウンタ

1/100秒キャプチャ

秒キャプチャ

ERSTビットが1でEIV端子が外部イベントを検出した場合、1/100秒カウンタが0にリセットされます。
この場合はさらに、ECPビットがいかなる値でも1/100秒キャプチャと秒キャプチャの値が同時に0にリセットされます。
外部イベント検出後は、ERSTビットが自動的に０にリセットされます。
外部イベント検出後にERSTビットが１のままだった場合、イベント発生前にERSTビットが0にセットされてリセット機能が
キャンセルされた可能性があります。

RESETビットが1の場合、1/100秒カウンタが00にリセットされ、秒カウンタは現在の値を保持します。
（1Hzクロックは停止されます）

キャプチャレジスタ（タイムスタンプ）を読み出した時、I C開始条件時と矛盾のない値が返されます。
読み出し中に次のイベントが発生した場合、この時のキャプチャレジスタ値は失われず、次のI Cアクセス時に読みだされます。

2

2
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4.8.1. 外部イベントの機能図 
 
イベントリセット機能なしሺERSTൌ0ሻで立ち上がりエッジまたはHighレベル信号を検出ሺEHLൌ1ሻしたときの 
外部イベントの機能図： 
 

 
① タイムスタンプが必要な場合は時刻を初期化し ECP ビットを 1 にセットし、割り込みが必要な場合は

EIE ビットを 1 にセットしてください。INTതതതതത 端子をリセットし、イベント用にシステムを準備するた

め、EVF フラグをクリアして下さい。 
② EVI 端子で外部イベントを検知します。フィルタሺET フィールドሻを使用するときのデバウンス時間にご

注意ください。値ሺA1ሻが CP レジスタに取り込まれてコピーされます。 
③ 外部イベント割り込みが発生すると、EVF フラグは 1 にセットされます。 
④ EIE ビットが 1 で、外部イベント割り込みが発生した場合、INTതതതതത 端子出力は LOW になります。 
⑤ EVF フラグは、ソフトウェアにより 0 にクリアされるまで、1 を保持します。 
⑥ EVI 端子が外部イベントを検知しても、EVF フラグが 0 に戻っていなければ、割り込みは発生しませ

ん。しかし、CP レジスタには新しい値ሺA2ሻが取り込まれます。 
⑦ INTതതതതത 端子出力が LOW の場合、EVF フラグが 0 にクリアされるとすぐに、INTതതതതത 端子出力は HIGH になり

ます。 
⑧ ECP ビットが 0 にセットされると値の取り込みሺキャプチャሻは行われません。 
⑨ EVI 出力が 1ሺ定常状態ሻで、EIE ビットが 0 から 1 にセットされた場合、値の取り込みሺキャプチャሻは行

われません。 
⑩ EVF ビットの値が 1 の間、INTതതതതത端子の状態を EIE ビットでコントロールできます。 
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4.8.2. 外部イベント機能の使用 
 
以下のレジスタとビットは、外部イベント割り込み機能及びタイムスタンプ機能ሺ1/100秒、秒ሻと関連しています。 
 
・ 1/100秒レジスタ。ሺ10hሻሺ「3.2. クロックレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ 秒レジスタ。ሺ00h，11h）ሺ「3.2. クロックレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ 1/100秒キャプチャレジスタ。ሺ20hሻሺ「3.2. クロックレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ 秒キャプチャレジスタ。ሺ21hሻሺ「3.2. クロックレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
・ ECPビット、EHLビット、ETフィールドとERSTビット。ሺ「3.10. キャプチャ・バッファ／イベントコントロ

ールレジスタ,2Fh」を併せて御参照下さいሻ  
・ EVFビット。ሺ「3.7. フラグレジスタ，0Eh，1Eh」を併せて御参照下さいሻ  
・ EIEビット。ሺ「3.8. コントロールレジスタ，0Fh，1Fh」を併せて御参照下さいሻ  

 
イベント割り込みのための多くのタイマー設定を入力する前に、INTതതതതത 端子における予期しない割り込みを防止す

るため、EIEビットに「0」を書き込むことを推奨します。 
 
外部イベント割り込み機能及びタイムスタンプሺ1/100秒、秒ሻ機能の使用手順 
 

1. EIEビットとEVFビットを「0」に初期化します。 
2. 秒と1/100秒をキャプチャしたい場合、ECPビットを「1」にセットします。 
3. EVI端子のHIGHレベル検出もしくはLOWレベル検出を選択する為、EHLビットを「1」か「0」にセットします。 
4. EVI端子のフィルタリングを行うために、ETフィールドをセットします。 

以下の2つの図を御参照下さい。 
5. イベント検出の場合に備え、1/100秒レジスタ、秒キャプチャレジスタ、1/100秒キャプチャレジスタを

「0」にリセットする場合、ERSTビットを「1」にセットして下さい。 
イベント検出の後、ERSTビットは、「0」にリセットされます。 

6. もし、INTതതതതത 端子にてハードウェア割り込みを得たいのであれば、EIEビットを「1」にセットして下さい。 
 
フィルタリング無し：ET＝00。ポジティブエッジ検出を用いた例： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デジタルフィルタリング有り：ET＝01か10か11ሺサンプリング周期 tSP ൌ 3.9 ms, 15.6 ms or 125 msሻポジティブエ

ッジ/レベル検出を用いた例： 
 

① このサンプリングパルスまで、立ち上りエッジのみ検出され、HIGI状態は検出されません。 
② 立ち上りエッジが検出され、定常状態ሺHIGHレベルሻが、①と②の間に検出された場合、INTതതതതത 端子の出

力は、「LOW」になります。 
遅延時間「tDELAY」は、EVI端子におけるバウンシング信号に応じて、tSPからሺ2 x tSPሻの間で変動します。 

 

INT

サンプリング

EVI

① ① ① ②

tSPtSP

tDELAY

tSP

tSP < tDELAY < (2×ｔSP)

INT

0～30.5μsの間（ランダム）

tDELAY

min. 30.5μs

EVI
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4.9.CLKOUT 周波数の選択  
 
CLKOUT 端子から出力される矩形波の周波数を選択することができます。拡張レジスタ内の FD フィールドで設定

ができます。システムロック、マイコン用クロック、チャージポンプ用の入力信号、水晶発振器の校正用として、

32.768kHzሺデフォルトሻ, 1024Hz, 1Hz を発生させることができます。 
 
CLKOUT 端子は、ሺCLKOE 入力が High の場合ሻ電源入力時にプッシュプル出力として有効化されます。CLKOUT 出

力は CLKOE 入力を LOW にすることによって無効化できます。このとき、CLKOUT 端子はハイインピーダンスሺト
ライステートሻとなります。 
 
RESET ビット機能は選択された周波数による CLKOUT 出力に影響を与えます。RESET ビットが 1 にセットされ、

CLKOE 入力が HIGH のとき、選択された周波数が 1024Hz～1Hz の場合に CLKOUT 出力は HIGH レベルまたは LOW
レベル出力となります。ሺ詳細は 4.13 節リセットビット機能を御参照ください。ሻ 
 
以下の表は、CLKOE 入力が HIGH の場合です。 

FD CLKOUT 周波数 DUTY 比ሺTyp.ሻ RESETൌ1 の場合 ERSTൌ1 の場合

00 32.768kHzሺデフォルトሻ 50±10% 影響なし 影響なし

01 1024Hzሺ1ሻ 50%
CLKOUT 出力 

HIGH 又は LOWሺ2ሻ 
影響なし

10 1Hz 50%
CLKOUT 出力 

HIGH 又は LOWሺ2ሻ 
影響なし

11 32.768kHz 50±10% 影響なし 影響なし

ሺ1ሻ1024Hz クロックパルスは校正パルスの影響を受けます。

ሺ2ሻ1024Hz と 1Hz は RESET ビットの ON/OFF と連動します。

7.2.2 項 32.768kHz 出力の有効化/無効化タイミング も合わせてご参照ください。 
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4.10. デジタルアーキテクチャの概要 
下図は、RR-8803-C7の、端子の入力及び出力の全体的な構造を表しています 
 
デジタルアーキテクチャの概要： 

 
 

4.11. 𝐈𝐍𝐓തതതതത 信号と 1HzCLKOUT 間のシンクロニシティ 

下図は、定周期タイムアップデート割り込み機能及び、アラーム割り込み機能からのINTതതതതത 信号と、1HzCLKOUTと
の間のシンクロニシティを説明しています。 
 
INTതതതതത 信号と1HzCLKOUT間のシンクロニシティ： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 同時 
② 32.768kHz水晶振動子からエッジが形成されることによるランダムな遅れ 
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4.12. タイムデータの読み出し 

他の RTC 同様、温度補償の精度とタイムキャプチャሺ1/100 秒、秒タイムスタンプሻ機能を、最高 1/100 秒の分解

能で保持するため、読み出しプロセス中に、クロックとカレンダーレジスタをフリーズさせることはできません。 
時刻&カレンダーレジスタを停止できないため、時刻&カレンダーレジスタ読み出し中に、インクリメントされる

ሺカウント値が増加されるሻというおそれがあります。壊れたሺ部分的にカウント値が増加されたሻデータの読み出し

を回避するため、特別な処置を行う必要が有ります。 
 
4.12.1. 手順 
分の終わりに時刻読み出しシーケンスが始まった場合、タイムアップデートによって、秒以下のレジスタが自動的

に増加してしまう恐れがあります。 
 
読み出し失敗例： 
欲しい読み出しデータ＝mm:ssൌ01:59 

1. mm:ssൌ01:59 秒の読み出し値ൌ59 
mm:ssൌ02:00 読み出し中にカウンタがインクリメント 

2. mm:ssൌ02:00 分の読み出し値ൌ02 
最終的な読み出し値ൌ02:59: 1 分の誤差 
 
時刻&カレンダーレジスタから読み出された、破損したሺ部分的にカウント値が増加されたሻデータの使用を防ぐた

め、秒データ＝59 を読み取る時、時刻&カレンダーのデータを再度読み出し、確認することを推奨します。 
 
尚、本デバイスは、時刻&カレンダーレジスタのカウント値の増加エラーを防止するため、950ms 後に I2C インタ

ーフェースを自動的に切断する機能を内蔵しています。ሺ「6.2. 開始条件と停止条件」を併せて御参照下さいሻ 
 
 

4.12.2. 正確な時刻&カレンダー読み出しの確認方法 

秒データ＝59 を読み取る時、秒レジスタを再度読み出して、読み出し値を比較することを推奨します。 
秒レジスタのデータが一致するなら、時刻&カレンダーのデータは、正確であることが立証されます。ሺ時間カウ

ントのインクリメントは、データ読み出しの間発生していません。ሻ 
もし、秒の値が「00」に変わったなら、2 回目の時刻&カレンダーデータが正確な読み出し値です。 
 

1. 時刻&カレンダー情報読み出します。 
2. もし、秒データ＝59 なら、再読み出しを要求します。 
3. 秒データが 59 秒のままであれば、最初の読み出しによるデータは正確であることが立証されます。 
4. もし、秒レジスタが追加されたらሺ59 秒でなくなったらሻ、時刻&カレンダー情報は、インクリメントされて

います。 
そして、2 番目の読み出しデータは正確であることが確認できます。ሺ1 番目の読み出しデータは、読み出し

シーケンスの間、部分的にインクリメントさているので、 正確ではありませんሻ  
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4.13.RESET ビットの機能 
 
ソフトウェアに基づいた正確かつ安全な時刻回路の立ち上げのために RESET ビットを使用します。 
 
RESET ビット機能は、ሺF2~F14ሻの上位プリスケーラをリセットし、1Hz カウンタを停止します。RESET ビットは

32.768kHzCLKOUT 出力には影響を与えません。ሺ4.9.節 CLKOUT 周波数の選択も合わせて御参照ください。ሻ 
 
RESET ビット機能図： 

 

 
RESET ビットが解放されるまでインクリメントが起こらないため時刻回路をセットすることが可能です。 
 
RESET ビット機能を使用した時刻、日付のセット方法： 

1. 時刻設定中にカウントが増加しないよう RESET ビットをセット 
2. 所望の時刻、日付データሺ年、月、日、曜日、時、分、秒ሻを書き込み。RESET ビットが 1 のときは 1/100 秒

カウンタが 00 にクリアされる。 
3. 時刻回路を起動するために RESET ビットを 0 に解放 

 
4.14.ERST ビットの機能 
 
外部イベントをトリガーしてさらに高精度な時刻設定を行うためにイベントリセットビット ERST を使用します。 
 
ERST ビットが 1 で外部イベントが EVI 端子で検出された場合、1 秒未満の周期のプリスケーラとカウンタ

ሺ2Hz~8kHzሻがリセットされます。これは、1/100 秒カウンタሺ100Hzሻも 0 にリセットされることを意味します。

さらに、ECP の値にかかわらず、1/100 秒キャプチャおよび秒キャプチャに記録されたタイムスタンプも 0 にリセ

ットされます。イベント検出後に、ERST ビットは自動的に 0 にリセットされます。 
 
外部イベント検出を利用した時刻、日付のセット方法： 

1. 4.8.2 項 外部イベント機能の使用 に従って EIE,ERST ビットを 1 にセットして外部イベント機能を初期化 
2. 割り込み端子INTതതതതതが外部イベント機能でトリガーされたとき、所望の時刻、日付データሺ年、月、日、曜

日、時、分、秒ሻを書き込み。RESET ビットが 1 では 1/100 秒カウンタが 00 にクリアされる。 
3. イベント検出後に、ERST ビットは自動的に 0 にセットされる。 
 

4.8.節 外部イベント機能も合わせて御参照ください。 
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5. 温度補償 
 
5.1. 周波数 
 
水晶振動子単体の 32.768kHz クロックについて 
水晶振動子単体の 32.768kHz クロックは、温度補償されません。 
周波数温度特性が負の温度係数を持つ二次関数であるため、-40～85℃の全温度範囲に渡って、最大-150ppm 変

化する可能性があります。ሺ拡張温度補償範囲85~105℃の間では最大-225ppm 変化します。ሻ 
全てのデバイスにおける発振周波数は、時刻精度が 25℃でേ20ppmሺppm:100 万分の 1ሻを超えないよう選別されて

います。 
 
4.096 kHz から 64 Hz の周波数クロックについて 
これらの周波数は、-40～85℃の標準温度範囲で時刻精度േ3ppm 以内、-40~105℃の拡張温度範囲で時刻精度

േ7ppm 以内になるようデジタル温度補償されています。 
分周器チェーンの 16.384kHz レベルのクロックは、32.768kHz レベルのパルスを、加算又は減算することで、調

整されます。 
補償パルスは、温度補償アルゴリズムにより計算された、周波数偏差予測値に応じて、加算又は減算されます。 
このデジタル補償法ሺクロックパルスの可算と減算ሻは、以下に示されるデジタル補償された周波数の「cycle-to-
cycle ジッタሺサイクル間ジッタሻ」に影響を与えます。 
・ 4.096 kHzሺ定周期タイマー割り込みሻ 
・ 1.024 kHzሺCLKOUTሻ 
・ 100 Hzሺ外部イベント割り込みሻ 
・ 64 Hzሺ定周期タイマー割り込みሻ 

エージング補償は、OFFSET値で行えます。ሺ「5.4. エージング補正」を併せて御参照下さいሻ  
 
1Hz と時刻／カレンダーについて 
1Hz クロックはデジタル粗調整とデジタル微調整の両方を利用して温度補償されます。 
時刻精度と周波数精度は、-40～85℃の標準温度範囲で 1Hz 周期当たりേ3ppmሺ月差 7.8 秒ሻ-40~105℃の拡張温

度範囲で 1Hz 周期当たりേ7ppmሺ月差 18.1 秒ሻになります。 
温度補償のアルゴリズムは、約 0.1ppm の精度で、1Hz 周期ごとに調整します。 
温度補償された 1Hz クロックは、後続の全ての時刻&カレンダーレジスタሺ分～年レジスタሻのインクリメントሺレ
ジスタ値増加ሻに使われます。 
エージング補償は、「OFFSET」値で行えますሺ「5.4. エージング補正」を併せて御参照下さいሻ。 
 
5.2. 周波数温度特性 
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5.3. 温度補償値 
 
本製品は、全使用温度範囲において全数工場校正され、個々の温度補償値は、デジタル温度補償ユニットሺDTCUሻ
の EEPROM に保存されます。 
EEPROM にはアクセスしないでください。 
 
5.4. エージング補正 
 
エージング変化量の調整もしくは周波数精度のチューニングは、「OFFSET」値で行う事ができます。 
エージング補正は簡単なデジタル方式で、周波数温度特性グラフを上下に平行移動させるだけの機能です。 
最終的な周波数温度特性には、影響がありません。 
「OFFSET」値は、-26 から26-1 の調整ステップ範囲を持つ、2 の補数です。 
最も細かい補正ステップሺ1LSBሻは、േ1/ሺ32768*128ሻൌ േ0.2384 ppm です。 
補正範囲は、最大約േ7.4ppm です。 
注記：符号付きのオフセット値「OFFSET」は、測定された周波数の実際のオフセット値に相当します。お客様ご

自身の手でこのフィールドにアクセスできます。ሺ「3.9. オフセットレジスタ」を併せて御参照下さいሻ  
 
「OFFSET」値は、以下のプロセスにより、決定されます。 
 

1. 補正が起こらないことを確実にするため、OFFSET フィールドを「0」にセットして下さい。 
2. CLKOUT 端子で、1Hz 周波数クロックを選択して下さい。 
3. 出力端子で、周波数 Fmeas を「Hz」で測定して下さい。 
4. 要求されたオフセット値を ppm で計算して下さい。：POffset ൌሺሺFmeas –1ሻ*1’000’000ሻ 
5. オフセット値をステップで計算して下さい。：Offset ൌ POffset/ሺ1/ሺ32768*128ሻሻൌ POffset/ሺ0.2384ሻ 
6. オフセット値が、31 より大きい場合、周波数が高すぎて補正できません。 
7. オフセット値が、0 以上 31 以下の場合、「OFFSET」フィールドの値は、000000~0111111 になります 
8. オフセット値が、-32 以上-1 以下の場合、「OFFSET」フィールドの値は、1000000~1111111 になります。 
9. オフセット値が、-32 より小さい場合、周波数が低すぎて補正できません。 

 
例： 
・ 1Hz クロックが選択時、測定値が 1.0000012 Hz であった場合、オフセット量は、0.0000012 Hz、つまり 

0.0000012 Hz/-10－6 Hz ൌ 1.2 ppm です。正のオフセット値は次の様に計算されます： 
1.2ppm/0.2384ppm＝5.03、四捨五入した整数部は5 となります。このときの補正パルス数は-5 です。

二進数では、OFFSETൌ000101 です。 
 
・ 1Hz クロックが選択時、測定値が 0.9999949Hz であった場合、オフセット量は、-0.0000051Hz、つまり-

0.0000051Hz/-10－6 Hz ൌ -5.1 ppm です。負のオフセット値は次の様に計算されます：-5.1ppm/0.2384ppm＝

-21.39、四捨五入した整数部は、-21 となります。この時の補正パルス数は21 です。符号なし値は、-
2164＝43。二進数では、OFFSET＝101011 です。 
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5.5. クロッキングスキーム 
 
CLKOUTと割り込みのクロッキングスキーム： 
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5.6. CLOKOUT 端子による時刻精度測定 
 
CLKOUT 端子のሺ温度補償後のሻ1Hz 周波数を測定することで、デジタル温度補償ユニットሺDTCUሻの時刻精度を簡単

に確かめることができます。1Hz クロック周波数は、デジタルオフセット補正付温度補償機能を備えているので、

その測定値でデバイスの温度補償後の時刻精度がわかります。 
 
5.6.1. CLOKOUT端子による1Hz測定 
 

1. CLKOUT で 1Hz 周波数を選択。 
a. FD フィールドを「10＝1Hz」にセットしますሺ「3.6. 拡張レジスタ, 0Dh, 1Dh」を併せて御参照下さいሻ。 
b. CLKOE 端子を HIGH レベルに設定して、CLKOUT 端子を出力モードにセットします。 

2. 測定準備とセットアップ。 
a. CLKOUT 端子の 1Hz 周波数精度を監視するために、高精度ユニバーサルカウンタを使用して下さい。 
b. ハイブリッド信号の立ち上りエッジでトリガーします。ሺゲート時間：1 秒以上ሻ立ち上りエッジトリガー

で測定した各 1Hz クロックで、DTCU の精度がわかります。 
 
CLKOUT 端子における 1Hz 時刻精度ሺハイブリッド信号ሻ： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① CLKOUT 出力が「HIGH」になります。 
時刻精度を測定する時、CLKOUT 信号の立ち上りエッジで、トリガーする必要があります。 
補償された 1Hz 周期の分解能は、約 0.1ppmሺ最小ステップሻです。 

② RR-8803-C7 が 500ms 後、ሺCLKOUTሻ信号をクリアする時、CLKOUT 信号の立ち下りエッジが起こりま

す。 
この立ち下りエッジは、32.768kHz 水晶振動子によるものです。 
時刻精度のテストには、けっして使わないで下さい。 

 

  

CLKOUT ① ②

500ms

1s
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5.7. 𝐈𝐍𝐓തതതതത 端子による時刻精度測定 
 
「定周期タイムアップデート割り込み機能」を使用して、温度補償された 1Hz 周波数を INTതതതതത 出力端子で測定する

ことにより、デジタル温度補償ユニットሺDTCUሻの時刻精度を確かめることもできます。 
しかし、この方法は、CLKOUT 端子を使う場合より複雑になります。 
以下の 2 節で、この方法を説明します。 
 
5.7.1. 定周期タイムアップデート割り込み機能1Hz測定 
 

1. INTതതതതത 出力端子において、1Hz の定周期タイムアップデート割り込み機能を選択します。 
a. UIE ビットと UF ビットに、「0」を書き込みます。 
b. USEL＝「0」：1Hz，tRTN ൌ 500 msሺデフォルト値ሻを選択します。ሺ「3.6. 拡張レジスタ, 0Dh, 1Dh」を併せ

て御参照下さいሻ  
c. INTതതതതത 端子にハードウェア割り込みを発生させる定周期タイムアップデート割り込み機能を有効化する為

に、UIE ビットを「1」にします。 
d. 最初の割り込みは、次のイベント後に発生します。 

 
2. 測定の準備とセットアップ。 

a. INTതതതതത 出力端子における時刻精度を測定するため、高精度なユニバーサルカウンタを使用して下さい。 
b. 1Hz クロックを測定する場合、時刻精度を確認する為には、1 周期のみを測定すれば十分です。 

ハイブリッド信号の立ち下りエッジでトリガーしますሺゲート時間、1 秒以上ሻ。 
 

定周期タイムアップデート割り込み機能と INTതതതതത 端子での1Hz時刻精度ሺハイブリッド信号ሻ： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① INTതതതതത 出力はアクティヴ LOW です。 
時刻精度を測定する時、INTതതതതത 信号の立ち下りエッジでトリガーする必要があります。 
補償された 1Hz の周期の分解能は、約 0.1ppm です。ሺ最小ステップሻ  

② RR-8803-C7 が、自動リセット時間：tRTN ൌ 500 ms 後のሺINTതതതതതሻ信号をクリアする時、INTതതതതത 信号の立ち上

りエッジが起こります。 
立ち上りエッジは、32.768kHz 水晶振動子によるものです。 
時刻精度のテストには、けっして使わないで下さい。 

 

  

1s

500ms

tRTN
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6. I2C インターフェース 
 
I2Cインターフェースは、ICやモジュール間の、双方向2線式通信を可能にします。 
RR-8803-C7のスレーブアドレスは64h又は65hで、ファーストモードሺ上限400kHzሻをサポートします。 
I2Cインターフェースは、双方向性データラインሺSDAሻとクロックラインሺSCLሻの、2つのラインから成ります。 
両ラインとも、プルアップ抵抗を経由して、主電源の「端子」に接続されます。 
データ転送は、インターフェースがビジー状態で無い時のみ行われます。 
 
6.1. ビット転送 
 
各クロックパルスにつき 1 つのデータビットが転送されます。 
SDA ラインのデータは、クロックパルスが HIGH 状態の間は「固定」で、このときのデータライン内の変化は制御

信号として認識されます。 
クロックパルスが LOW 状態の間に、データ「書き換え」が行われますሺ下図を御参照下さいሻ  
 
ビット転送： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

データ
書き換え

有効

SCL

SDA

データライン
固定

データ有効
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6.2. 開始条件と停止条件 
 
バスがビジー状態でなければ、データラインとクロックラインは「HIGH」の状態を保ちます。 
クロックラインが「HIGH」のままで、データラインが「HIGH」から「LOW」に切り替わる時を、開始条件ሺSሻと
定義します。 
クロックラインが「HIGH」のままで、データラインが「LOW」から「HIGH」に切り替わる時を、停止条件ሺPሻと
定義します。ሺ下図を御参照下さいሻ  
 
開始条件と停止条件の定義： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前回のスタート後で、ストップ前に発生する開始条件は、再開始条件と呼ばれ、通常開始条件の後の通常停止条件

と同様に機能します。 
 
注意：  
RR-8803-C7 モジュールで通信している時、開始条件の送信から停止条件の送信までの一連の操作は、950ms 以内

に終了させる必要があります。 
 
データ転送が 950ms 以上かかる場合、RR-8803-C7 モジュールのバスタイムアウト機能により、I2C バスインター

フェースが自動的にクリアされ、スタンバイモードにセットされます。 
注記:書き込みと読み出しの両操作は、この自動クリア操作の間、もしくはその後に起こる通信に対しては、無効

となります。（読み出し操作が無効の際、読み込まれた全てのデータ値は FFh となります。）通信は、再開始条件

を転送すると再開します。 
 
6.3. 有効データ 
 
開始条件の後、SCL 信号が HIGH の状態の間は、SDA 信号は変化しません。SCL 信号が LOW の間に、SDA 信号の

データを変化させることができます。データ 1 ビットあたり 1 クロックパルスを使用します。 
データ転送は開始条件により開始され、停止条件により終了します。 
開始条件と停止条件の間に転送されるデータ量は無制限ですሺ但し、転送時間は 950ms 以内ሻ。 
情報はバイト長ሺ8 ビットሻで転送され、各受信機は 9 ビット目をアクノリッジとします。 
他の RTC 同様、温度補償の精度と、タイムキャプチャሺ1/100 秒、秒タイムスタンプሻ機能を最高 1/100 秒の分解

能で保持するため、読み出しプロセス中に、クロック及びカレンダーレジスタをフリーズさせることはできませ

ん。 
クロック及びカレンダーレジスタは停止できないので、クロック及びカレンダーレジスタが読み出し中に、インク

リメントሺカウント値を 1 増加ሻされる恐れがあります。 
壊れたሺ部分的にカウント値が増加されたሻデータの読み出しを回避するため、特別な処置を行う必要があります

ሺ「4.11. タイムデータの読み出し」を併せて御参照下さいሻ。 
 

  

SDA

SCL

スタート条件

S

ストップ条件

P
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6.4. システムの構成 
 
複数のデバイスをI2Cバスに接続できるので、I2C仕様のデバイスは、他のデバイスと相互に通信するための固有の

番号を持っています。 
I2Cバスを制御するデバイスをマスターと呼び、マスターに制御されるデバイスをスレーブと呼びます。 
命令を発信するデバイスをトランスミッターと呼び、命令を受け取るデバイスをレシーバーと呼びます。 
RR-8803-C3は、スレーブレシーバーもしくはスレーブトランスミッターとして機能します。 
I2Cバスにデータが送信される前に、まず応答側のデバイスのアドレスが指定されます。 
アドレスは常に、開始条件の後に最初に転送されるバイトで、指定されます。 
クロック信号SCLは入力専用ですが、データ信号SDAは双方向通信です。 
 
システムの構成： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6.5. アクノリッジ  

 
開始条件と停止条件の間に、トランスミッターからレシーバーに転送されるデータ長は無制限です。ሺ但し、転送

時間は 950ms 以内ሻ  
1 バイトሺ8 ビットሻごとに応答信号が 1 個つきます。 
 
・ アドレス指定されたスレーブレシーバーは、各バイトを受信した後に 1 つの応答信号を発生します。 
・ マスターレシーバーも同様に、スレーブトランスミッターがクロック出力した各バイトを受信した後、1 つ

のアクノリッジを発生します。 
・ 認識する側のデバイスはクロックパルスを認識する間、SDA ラインをプルダウンするので、関連する認識ク

ロックパルスが「HIGH」の間、SDA ラインは「LOW」になります。ሺセットアップ時間とホールド時間を含

むሻ  
・ スレーブからクロック出力された最終バイトのアクノリッジが発生されないことによって、マスターレシー

バーはトランスミッターにデータの終わりを知らせます。 
この動作の中で、マスターが停止条件を発生させることができるように、トランスミッターはデータライン

を「HIGH」のまま保持します。 
 
I2C バスの応答過程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マスター
トランスミッター

レシーバー

スレーブ
レシーバー

スレーブ
トランスミッター

レシーバー

マスター
トランスミッター

マスター
トランスミッター

レシーバー

SCL

SDA

トランスミッター
からの出力

S
9821

アクノリッジ

アクノリッジなし

SCL型
マスター

レシーバー
からの出力

スタート条件
アクノリッジ用
クロックパルス
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6.6. スレーブアドレス 

 
I2C バス上で、7 ビットのスレーブアドレス「0110010b」が RR-8803-C7 用に割り当てられています。 
正確な I2C バスのスレーブアドレスバイトは、下表を御参照下さい。 
 

スレーブアドレス R / Wഥ  
転送データ

Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 

0 1 1 0 0 1 0
1 ሺ R ሻ 65hሺ読み出しሻ
0 ሺWഥ ሻ 64hሺ書き込みሻ

 
開始条件の後、I2C スレーブアドレスが RR-8803-C7 デバイスに送信されます。 
R/Wഥビットが、送信データバイトの読み出し、書き込みを定義します。 
はじめに、スレーブアドレスの 7 桁目のビットが最上位ビット MSB に送信されます。 
このアドレスが「0110010b」の場合、RR-8803-C7 が選択され、8 ビット目は、読み出しሺR/Wഥ  ൌ 1ሻか書き込み

ሺR/Wഥ  ൌ 0ሻ、いずれかが指示され、RR-8803-C7 はアクノリッジを発生します。 
RR-8803-C7 は、他のどのスレーブアドレス値も受け付けず、アクノリッジには反応しません。 
書き込み時、データ転送は停止条件が送られるか、次のデータ転送の開始条件が転送されると終了します。 

 

6.7. 書き込み操作 

 
マスターは、特定のアドレスのスレーブレシーバーに、データを転送します。 
レジスタアドレスは、次にアクセスするレジスタを決める 8 ビットのデータです。 
1 バイトの書き込みされた後、レジスタアドレスは 1 ずつ増加されます。ሺオートインクリメントሻ 
 
マスターによる、スレーブ「RR-8803-C7」への書き込み過程： 
 

① マスターが、開始条件を送信します。 
② マスターが、「スレーブアドレス：64hሺRR-8803-C7 用ሻ，R／Wഥビット：0ሺ書き込みオペレーションሻ」

を、送信します。 
③ RR-8803-C7 からアクノリッジ。 
④ マスターが、RR-8803-C7 へ、レジスタアドレスを送信します。 
⑤ RR-8803-C7 からアクノリッジ。 
⑥ マスターが、ステップ④で指定したアドレスに、書き込みデータを送信します。 
⑦ RR-8803-C7 からアクノリッジ。 
⑧ 必要ならば、ステップ⑥と⑦を繰り返します。 

RR-8803-C7 のレジスタアドレスは、自動的に 1 ずつ増加します。ሺオートインクリメントሻ  
⑨ マスターが、停止条件を送信します。 

 
 
 
 
 
 

⑩ アイドルモードに移行する前には、常に読み出し操作の停止条件を完了させておくことを推奨します。

(7.6.節 I2C の交流特性 も合わせて御参照ください。) 
 
 
 
 
 
 
 

  

S

①

0 A A A A P

② ③ ④ ⑧⑤ ⑥ ⑦ ⑨

RR-8803-C7からのアクノリッジ

スレーブアドレス レジスタアドレス データ データ

R
 /

 W
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6.8. 特定アドレスの読み出し操作 
 
マスターによる、スレーブ RR-8803-C7 からのデータ読み出し過程： 
 

① マスターが、開始条件を送信します。 
② マスターが、「スレーブアドレス：64hሺRR-8803-C7 用ሻ，R／Wഥビット：0ሺ書き込みオペレーションሻ」

を送信します。 
③ RR-8803-C7 からのアクノリッジ。 
④ マスターが、RR-8803-C7 へ、レジスタアドレスを送信し。 
⑤ RR-8803-C7 からのアクノリッジ。 
⑥ マスターが、再開始条件を送信しますሺ又は停止条件後の開始条件ሻ。 
⑦ マスターが、「スレーブアドレス：65hሺRR-8803-C7 用），R／Wഥビット：1ሺ読み出しオペレーションሻ」

を送信します。 
⑧ RR-8803-C7 からのアクノリッジ。 

ここで、マスターがレシーバー、スレーブがトランスミッターとなります。 
⑨ スレーブが、ステップ④で指定したレジスタアドレスに、データを送信します。 
⑩ マスターからのアクノリッジ。 
⑪ 必要ならば、ステップ⑨と⑩を繰り返します。 

RR-8803-C7 のレジスタアドレスは、自動的に 1 ずつ増加しますሺオートインクリメントሻ。 
⑫ レシーバーとしてアドレス指定されたマスターは、スレーブトランスミッターから送信された、最終バ

イトのアクノリッジが発生されないことによって、データ送信を終了できます。 
この動作の中で、マスターが停止条件を発生できるように、スレーブトランスミッターは、データライ

ンを「HIGH」のまま保持します。 
⑬ マスターが、停止条件を送信します。 

 
 
 
 
 

 

  

データレジスタアドレススレーブアドレス

RR-8803-C7からのアクノリッジ

⑬⑧⑦⑤ ⑪④③②

P1AA0

①

S A

⑨ ⑩

データS スレーブアドレス

⑥

A

⑫

マスターからのアクノリッジなしマスターからのアクノリッジ

再起動

R
 /

 W

R
 /
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6.9. 読み出し操作 
 
マスターによる、最初の読み出しバイト設定直後の、スレーブ RR-8803-C7 からのデータ読み出し過程： 
 

① マスターが、開始条件を送信します。 
② マスターが、「スレーブアドレス：65hሺRR-8803-C7 用ሻ，R／Wഥビット：1ሺ読み出しオペレーションሻ」

を送信します。 
③ RR-8803-C7 からのアクノリッジ。 

ここで、マスターがレシーバー、スレーブがトランスミッターとなります。 
④ RR-8803-C7 は、最後にアクセスされたレジスタアドレスを、1 つインクリメントしたアドレスからの

データを送信します。 
⑤ マスターからのアクノリッジ。 
⑥ 必要ならば、ステップ④と⑤を繰り返します。 

RR-8803-C7 のアドレスは、自動的に 1 ずつ増加します。ሺオートインクリメントሻ  
⑦ レシーバーとしてアドレス指定されたマスターは、スレーブトランスミッターから送信された、最終バ

イトのアクノリッジが発生されないことを受けて、データ送信を終了することができます。 
この動作の中で、マスターが停止条件を発生できるように、スレーブトランスミッターは、データライ

ンを「HIGH」のまま保持します。 
⑧ マスターが、停止条件を送信します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.10.フリークロッキング I2C-Bus 
 
RR-8803 からデータが送受信されている途中で I2C マスターがሺ電源 OFF 等によりሻリセット状態に入った場合、

RR-8803 はマスターがリセット状態に入ったことを認識できないため、ሺシークエンスをスタートするためにリセ

ットされたあとに実行される開始条件の受信ではなくሻ、次のビットを送受信するためのクロック信号を待つため

のタイムアウト機能が作動しません。このとき、RR-8803 は SDA ラインを LOW レベル出力にして I2C 通信を遮断

します。こうなった場合は、マスター側から Bus とメインプログラムのコントロールを復帰させます。データラ

インሺSDAሻが LOW レベルに固定されている場合、マスター側でこれをクリアして下さい。 
 
下記の手順をお勧めします： 

1. マスターから SDA ラインに 1 をアサート 
2. 依然 SDA ラインが 0 の場合、SCL ラインにクロックパルス 0-1-0ሺLOW-HIGH-LOWሻを送信 
3. マスターで SDA ラインを読み込み 

依然 SDAൌ0 の場合、ステップ 2 に戻る：繰り返し限界 9 回 
SDAൌ1 になったら、ステップ 4 に進む 

4. マスターが停止条件を送信 

  

R
 /

 W

データデータスレーブアドレス

⑤④③②

PAAA1

①

S

RR-8803-C7からのアクノリッジ マスターからのアクノリッジ マスターからのアクノリッジなし

⑧⑥ ⑦
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7. 電気的特性 
 
7.1. 絶対最大定格 
 
絶対最大定格を下表に示します。 
   
IEC 60134 による絶対最大定格 

記号 パラメータ 条件 MIN TYP MAX 単位

VDD 主電源電圧 -0.3 6.0 V
VI 入力電圧 入力端子 -0.3 VDD 0.3 V
VO 出力電圧 出力端子 -0.3 VDD 0.3 V
II 入力電流 -10 10 mA
IO 出力電流 -10 10 mA

VESD 静電耐圧 
HBMሺ1ሻ േ2000 V
MMሺ2ሻ േ200 V

ILU ラッチアップ電流 JEDECሺ3ሻ /-100 mA
TOPR 動作温度 -40 105 ℃
TSTO 保存温度 -55 125 ℃

TPEAK 限界リフロー条件 JEDEC J-STD-020C 265 ℃
ሺ1ሻ HBM：人体モデル、JESD22-A114 による。
ሺ2ሻ MM：マシンモデル、JESD22-A115 による。
ሺ3ሻ ラッチアップ試験、JESD78 による。クラス Iሺ室温ሻ、レベル Aሺ100 mAሻ
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7.2. 動作パラメータ 

特に断りがない限り、TA：-40℃～85℃,VDD：1.5～5.5V、fosc：32.768kHz、25℃、3.0V における代表値 
 

記号 パラメータ 条件 MIN TYP MAX 単位

供給側 

VDD 動作電圧 
タイムキーピングモードሺ2ሻ 1.5  5.5

VI2C バスሺ100kHzሻ 1.5  5.5
I2C バスሺ400kHzሻ 2.0  5.5

VDD.EXT 拡張温度範囲での動作電圧 

タイムキーピングモードሺ2ሻ

TAൌ85℃～105℃
1.6  5.5

V 
I2C バスሺ100kHzሻ
TAൌ85℃～105℃

1.6  5.5

I2C バスሺ400kHzሻ
TAൌ85℃～105℃

2.1  5.5

VDDF VDD下降スルーレートሺ1ሻ   0.5 V/s

VDDR2 VDD上昇スルーレートሺ1ሻ 
1.5V から 3.5V 以下に   0.2

V/s
1.5V から 3.5V 以上に   0.07

VLOW1 
VDD低下及びPOR検出 
温度補償停止閾値電圧ሺV1Fሻሺ3ሻ 1.1 1.2 1.3 V

VLOW2 
VDD低下及びPOR検出 
発振器停止閾値電圧ሺV2Fሻሺ3ሻ 

1.1 1.2 1.3 V

IVDD 
タイムキーピング時の 
平均消費電流
I2Cバス停止,CLKOUTを無効 

VDD ൌ 1.5 Vሺ4ሻ  240 600
nAVDD ൌ 3.0 Vሺ4ሻ  240 600

VDD ൌ 5.0 Vሺ4ሻ  250 700

IDD.EXT 

拡張温度範囲での 
タイムキーピング時の 
平均消費電流 
I2C バス停止,CLKOUT を無効 

VDD ൌ 1.6 V,ሺ4ሻ

TAൌ85℃～105℃
  800

nA 
VDD ൌ 3.0 Vሺ4ሻ

TAൌ85℃～105℃
  800

VDD ൌ 5.0 Vሺ4ሻ

TA：85℃～105℃
  900

IVDD:I2C 
I2Cバースト読み出し/書き込み時
のVDD消費電流
CLKOUT無効 

VDD ൌ 1.5 V, SCL ൌ 100 kHzሺ5ሻ  2 15
µAVDD ൌ 3.0 V,SCL ൌ 400 kHzሺ5ሻ  5 40

VDD ൌ 5.0 V,SCL ൌ 400 kHzሺ5ሻ  7 60
IVDD:TSP 温度検知ピーク時のVDD消費電流 Typical duration ൌ 1.3 ms  19 µA

ΔIVDD:CK32 

CLKOUT端子の追加消費電流ሺ6ሻ 

VDD ൌ 3.0 V
,FCLKOUTൌ32.768kHz
,CLൌ10pF

 1 µA

ΔIVDD:CK1024 
VDD ൌ 3.0 V
,FCLKOUTൌ1024Hz
,CLൌ10pF

 30 nA

ΔIVDD:CK1 
VDD ൌ 3.0 V
,FCLKOUTൌ1Hz
,CLൌ10pF

 0.03 nA

ሺ1ሻ 7.5 節中図 バックアップとリカバリーの交流電気的特性 を合わせて御参照ください。 
ሺ2ሻクロック動作と RAM、温度測定機能、温度補償機能を含むレジスタ保持に必要な電圧です。 
ሺ3ሻCLKOUT は、最初の POR 遅延ሺtPOR1ሻの間 LOW を保持し、以降の POR 遅延ሺtPOR2ሻの間、HIGH になります。 

VDD が VLOW1 ሺ1.2 Vሻと VDD MIN ሺ1.5 Vሻ の間では、時刻精度仕様が保証されないことに注意してください。 
ሺ4ሻ全入出力の電源電圧は、0V か VDD です。 
ሺ5ሻSCL/SDA に 2.2k のプルアップ抵抗入りです。外付の周辺機器と、プルアップ抵抗電流は除きます。 
他の全ての入力ሺSDA と SCL を除くሻは、0V か VDD です。 
試験条件：連続バースト読み出し/書き込み、55h データパターン、各データバイト間 25µs、各バス端子に
20pF の負荷容量となります。 

ሺ6ሻCLKOUT 出力が有効な時ሺCLKOEൌHIGHሻ、主電源 VDDに発生する追加電流ΔIVDDは以下のように計算されま
す： 
ΔIVDDൌCL×VDD×FOUT  例：10pF×3.0V×32,768Hzൌ980nA
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動作パラメータሺ続きሻ  

特に断りがない限り、TA：-40℃～85℃,VDD：1.5～5.5V、fosc：32.768kHz、25℃、3.0V における代表値 

 

記号 パラメータ 条件 MIN TYP MAX 単位

入力 

VIL LOWレベル入力電圧 
VDD ൌ 1.5 V to 5.5 V
Pins: SCL, SDA CLKOE, EVI

  
0.2VD

D
V

VIH HIGH レベル入力電圧 
0.8VD

D 
 V

IILEAK 入力リーク電流 VSS VI  VDD -0.5  0.5 µA

CI 入力容量 
VDD ൌ 3.0 V, TA ൌ 25°C,
f ൌ 1MHz

  7 pF

出力 

VOH:CLK CLKOUT 端子のHIGHレベル出力電圧

VDD ൌ 1.5 V, IOH ൌ 0.1 mA 1.2  
VVDD ൌ 3.0 V, IOH ൌ 1.0 mA 2.5  

VDD ൌ 5.0 V, IOH ൌ 1.0 mA 4.5  

VOL:CLK CLKOUT 端子のLOWレベル出力電圧

VDD ൌ 1.5 V, IOL ൌ -0.1 mA   0.2
VVDD ൌ 3.0 V, IOL ൌ -1.0 mA   0.5

VDD ൌ 5.0 V, IOL ൌ -1.0 mA   0.5
TCKH CLKOUT 有効時間ሺ7ሻ 

FCLKOUTൌ32.768kHz
0  30.5 µs

TCKL CLKOUT 無効時間ሺ7ሻ   0 µs

VOL SDA，INTതതതതത 端子のLOWレベル出力電圧

VDD ൌ 1.5 V, IOL ൌ -2.0 mA   0.4
VVDD ൌ 3.0 V, IOL ൌ -3.0 mA   0.4

VDD ൌ 5.0 V, IOL ൌ -3.0 mA   0.3

IOLEAK 出力リーク電流 
VO ൌ VDD or VSS

TA：-40℃～105℃
-0.5  0.5 µA

COUT 出力容量 
VDD ൌ 3.0 V, TA ൌ 25°C,
f ൌ 1MHz

  7 pF

ሺ7ሻ 7.2.2 項 32.768kHz 出力の無効化/有効化タイミングも合わせて御参照ください。 
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7.2.1. 温度補償と消費電流 
 
代表的な IVDD 平均電流： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7.2.2. 32.768kHz 出力の無効化/有効化タイミング 

 

32.768kHzCLKOUT 出力の有効化/無効化のタイミング図です。CLKOUT 出力は 32.768kHz クロックと同期して有効

化され、非同期で無効化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：1024Hz,1Hz は非同期的に有効化/無効化されます。 

 

  

IVDD_平均値 = ((IVDD:TSP * 1.3ms) + (IVDD_検知オフ * (1s - 1.3ms)) / 1s
IVDD_平均値 = ((19μA * 1.3ms) + (220nA * 998.7ms)) / 1s = 244nA

IVDD

温度補償インターバル（1s）

検知オフ
time

検知オン

0

IVDD:TSP

IVDD_平均値

IVDD_検知オフ

32.768 kHz

CLKOUT

CLKOE

tCKH tCKL = 0

32.768 kHz

CLKOUT

CLKOE

tCKH = 0

Hi-Z Hi-Z

Hi-Z Hi-Z

tCKL = 0
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7.3. 発振器のパラメータ 
 
この表については、特に断りがない限り、TA ൌ-40℃～85℃ 
VDD：1.5～5.5V、fosc：32.768kHz、25℃、3.0V における TYP.値となります。 
 
発振器のパラメータ：  

記号 パラメータ 条件 MIN TYP MAX 単位

水晶発振器の基本性能 
F 水晶発振器の周波数 32.768  kHz

tSTART 
発振器立ち上り時間 
tSTART ൌ tPOR1  tPOR2 

CLKOE ൌ VDD 80 500 ms

tSTART.EXT 
拡張温度範囲での
発振器立ち上り時間 
tSTART.EXT ൌ tPOR1.EXT  tPOR2.EXT 

VDD ൌ 1.6~5.5 V
CLKOE ൌ VDD

TAൌ85℃～105℃
 500 ms

δCLKOUT 
CLKOUT 
デューティーサイクル 

FCLKOUT ൌ 32.768 kHz
TA ൌ 25 ℃

50 േ10 %

水晶発振器の周波数特性 
ΔF/F 周波数偏差 TA ൌ 25 ℃ሺ補償無効化中ሻ േ10 േ20 ppm

ΔF/FTOPR 周波数温度特性 
TOPR ൌ -40 ℃ to 105 ℃
VDD ൌ 3.0 V

-0.035ppm /°C2ሺTOPR-T0ሻ2േ10% ppm

T0 頂点温度  25 േ5 ℃
ΔF/F 初年度最大経年変化 TA ൌ 25 ℃, VDD ൌ 3.0 V  േ3 ppm

デジタル温度補償水晶DTCXO

Δf/f 
校正済み時刻精度 
CLKOUT端子1Hz出力の立ち
上りエッジで測定 

TA ൌ 0 ℃ to 50 ℃
േ1.5 ppm

േ0.13 s/day
േ3.9 s/month

TA ൌ -40 ℃ to 85 ℃
േ3 ppm

േ0.26 s/day
േ7.8 s/month

TA ൌ -40 ℃ to 105 ℃
േ7 ppm

േ0.6 s/day
േ18.1 s/month

ΔF/F 
1Hz「OFFSET」値
最小補正ステップሺLSBሻと
最大補正範囲 

TA ൌ -40 ℃ to 105 ℃ േ0.2384  േ7.4 ppm
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7.3.1. 1Hz 信号の時刻精度の例 

標準温度範囲で温度補償された 1Hz 信号の時刻精度：TA ൌ -40 ℃ to 85 ℃ 

  
 
 
拡張温度範囲を含めた温度補償後の 1Hz 信号の時刻精度：TA ൌ -40 ℃ to 105 ℃ 
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7.4. 電源初期投入時の交流特性 
 
下図と下表に、電源初期投入時の、CLKOUT 端子の交流特性を示します。 
 
電源投入時の交流特性： 

  
 
特に断りがない限り、TA ൌ-40℃～85℃、VDD：1.5～5.5V、25℃、3.0V における TYP.値となります。 
 
電源初期投入時の交流特性： 

記号 パラメータ 条件 MIN TYP MAX 単位

VDDR1 
最初のパワーオンリセットሺPORሻでの
VDD立ち上りスルーレート 

CLKOEൌVDD

0.1  1 V/ms

tPOR1 1 次 POR 遅延 3 10 ms
tPOR2 2 次 POR 遅延 80 500 ms

VDDR1.EXT 
拡張温度範囲での
最初のパワーオンリセットሺPORሻでの
VDD立ち上りスルーレート 

VDD ൌ 1.6~5.5 V
CLKOE ൌ VDD 

TAൌ85℃～105℃

0.1  1 V/ms

tPOR1 EXT 拡張温度範囲での1次POR遅延  10 ms
tPOR2 EXT 拡張温度範囲での2次POR遅延  500 ms
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7.5. バックアップとリカバリー 

 
VLOW1ሺVLOW2ሻより高い「電圧」のバックアップ電源が起動していれば、CLKOUT 機能は動作し、RAM とレジスタの

データは保持されています。但し、VDD が 1.5V を下回るとは温度補償回路が停止する為、時刻精度仕様が保証さ

れないことに注意してください。 
RR-8803-C7 の電源電圧 VDDが急激に上下した場合、主電源電圧とバックアップキャパシタによる電圧に差が生じ

るので、CLKOUT 機能に御注意下さい。 
電圧変化が急激な時、CLKOUT 信号が数 ms の間消滅するおそれがあります。 
 

1. CLKOUT 機能が正しく動作する電源電圧範囲を選択します。 
例：1.6V から 3.6Vሺ「7.2. 動作パラメータ」を併せて御参照下さい。ሻ 

2. スルーレート VDDF と VDDR2 が、下表の仕様を満たすようにします。 
3. システム上で、クロックアウト信号が消滅しないことを確認します。 

 
下図と下表に、バックアップとリカバリー交流特性を記載します。ሺバックアップ電圧  VLOW1ሺVLOW2ሻの有効例ሻ  
 
バックアップとリカバリーの交流電気的特性： 

  
 
下表の温度条件は、TAൌ-40℃～85℃です。 
 
バックアップとリカバリーの交流パラメータ：  

記号 パラメータ 条件 MIN TYP MAX 単位

VDDF 
電源立ち下り 
スルーレート 

  0.5 V/µs

VDDR2 
電源立ち上り 
スルーレート 

VDD ൌ 1.5 V → VDD  3.5 V
の立ち上りです。

 0.2
V/µs

VDD ൌ 1.5 V → VDD  3.5 V
の立ち上りです。

 0.07

VDDF.EXT 
拡張温度範囲での
電源立ち下り 
スルーレート 

TAൌ85℃～105℃  0.5 V/µs

VDDR2.EXT 
拡張温度範囲での
電源立ち上り 
スルーレート 

VDD ൌ 1.6 V → VDD  3.5 V
の立ち上りです。
TAൌ85℃～105℃

 0.2

V/µs 
VDD ൌ 1.6 V → VDD  3.5 V
の立ち上りです。
TAൌ85℃～105℃

 0.07
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7.6. I2C の交流特性 
 
下図と下表に、I2C の交流特性を記載します。 
 
I2C の交流パラメータの定義： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下表において：TAൌ-40℃～85℃，25℃における TYP.値ሺ代表値ሻ となります。 
 
I2C の交流パラメータ 

記号 パラメータ 条件 MIN TYP MAX 単位

fSCL SCL入力クロック周波数 
VDD 1.5 V 0  100

kHz
VDD 2.0 V 0  400

tLOW SCLクロックLOW周期 
VDD 1.5 V 4.7  

µs
VDD 2.0 V 1.3  

tHIGH SCLクロックHIGH周期 
VDD 1.5 V 4.0  

µs
VDD 2.0 V 0.6  

tRISE SDAとSCLの立ち上り時間 
VDD 1.5 V  1000

ns
VDD 2.0 V  300

tFALL SDAとSCLの立ち下り時間 
VDD 1.5 V  300

ns
VDD 2.0 V  300

tHD:STA 開始条件保持時間 
VDD 1.5 V 4.0  

µs
VDD 2.0 V 0.6  

tSU:STA 開始条件セットアップ時間 
VDD 1.5 V 4.7  

µs
VDD 2.0 V 0.6  

tSU:DAT SDAセットアップ時間 
VDD 1.5 V 250  

ns
VDD 2.0 V 100  

tHD:DAT SDA保持時間 
VDD 1.5 V 0  

µs
VDD 2.0 V 0  

tSU:STO 停止条件セットアップ時間 
VDD 1.5 V 4.0  

µs
VDD 2.0 V 0.6  

tBUF 
停止条件から再開始条件までのバスフ
リー時間 

VDD 1.5 V 4.7  
µs

VDD 2.0 V 1.3  
S ൌ 開始条件、Sr ＝ 再開始条件、P ൌ 停止条件

 

I2C-Bus アクセス:  

製造コード 853 以前の製品に対しては、アイドルモードに移行する前には、常に読み出し操作の停止条件を完了

させておくことを推奨します。(6.9.節 読み出し操作も合わせて御参照ください。) 

 

 

SDA

SCL

SDA

P S

Sｒ P

tBUF

tHD:STA

tLOW tHD:DAT

tRISE tFALL
tHIGH

tSU:DAT

tSU:STO

tSU:STA
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8. アプリケーション情報 
 
8.1. バックアップコンデンサを使ったRR-8803-C7の操作 

 
 
 
 
 

  

RR-8803-C7 MCU

VDD_RTC VDD

VSS

VSS

SCL

SDA

SCL

SDA

10 nF

4

CLKOE GPIO

CLKOUT 7

EVI

INT INT

6

8

VDD

1

2 3

5

1

2

3

4

5

6

7

8
.

バックアップ
キャパシタ
又はバッテリ

ローコストMLCCセラミックコンデンサ(※),スーパーキャパシタ(1F程度)、一次電池、
または二次電池を接続して下さい。（メーカーの充電電圧規格に従ってください。）

(※)注：バックアップによるタイムキーピングが短時間（分単位）の場合には、MLCCで賄えますが、
長時間（日単位）に及ぶ場合には、より高価なスーパーキャパシタが必要になります。

スーパーキャパシタを使用する場合、電源等投入時のキャパシタへの突入電流を制御するために
制限抵抗を接続してください。抵抗値はショットキーダイオードの最大順電流に適合するよう
選択してください。
電池を使用する場合、ショートしたときの最大電流を制限するために制限抵抗を接続してください。

一次電池を使用する場合は、この位置にダイオードを挿入してください。

10nF（0.01µF)～100nF(0.1F)のバイパスコンデンサをデバイスの近くに接続してください。

最大スルーレートを超えそうな場合はこの位置に抵抗を挿入してください。
（7.5.節 バックアップとリカバリー　を御参照ください。）

主電源V　が接続されている時にRR-8803-C7の入力電圧が絶対最大規格を超えないよう、順電圧降下V の
低い（0.3V以下）ショットキーダイオードを挿入する必要があります。(V     = V     +0.3V)
ショットキーダイオードからは少なからず電流が漏洩します。バックアップ時間をできる限り長くする
ために漏洩電流の少ないショットキーダイオード(BAS70-05等)をお選びください。

DD F

I_MAX DD_RTC

CLKOUT端子からは、アプリケーションを使用するための、32.768kHz，1.024kHz，1Hzのいずれかの周波数
を選択し、発生させることができます。使用しない場合は、消費電流を抑えるため、CLKOUTを無効にする
ことをお勧めします。（CLKOEをグランドに接続）

インターフェースラインSCL，SDAとINT出力端子は、オープンドレインのため、V　へのプルアップ抵抗を
接続して下さい。

DD
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9. パッケージ 
 
9.1. 製品寸法と推奨ランド寸法 

 
 
9.1.1. 推奨熱安全ランドパターン 
 
銅のランドパターンをご使用の際には熱安全対策を行うことをお勧めします。 

  
C7 パッケージ:

GOOD

○

BAD

×

単位：mmC7 パッケージ：

製品寸法：（bottom view）

1
.5

0.4

0.9

3.2

8 7 6 5

4321

0
.1

5

m
ax

. 
0
.8

0

推奨ランド寸法

2
.0

0
.8

0
.4

0
.8

0.5

0.90.90.9

3.2

0
.5

金属リッドはVss(pin #5)と接続

公差:特に指定がない場合±0.1mm
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9.2. マーキングと 1 番端子マーク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

C7 パッケージ：（top view）

1番端子マーク

型名略号
#1 #4

#5#8

製造者略号

ロット略号

8803
YWWCC

ロット略号　詳細
Y: 　　西暦下1桁　(0～9)
WW: 　週番号(01～53)　(ISO8601準拠)
CC:   社内管理番号(A0～Z9) 
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10. 構成部品ごとの含有物質と環境情報 

10.1.構成部位ごとの含有物質 

IPC-1752 に準拠した均質部位ごとの含有物質 

 

No. 構成部品 材料名 
重量

成分 CAS No. 備考
ሺmgሻ ሺ%ሻ

1 振動子 
水晶+ 

Cr+ 

Au 
0.14

93 SiO2 14808-60-7 
0.5 Cr 7440-47-3 
6.5 Au 7440-57-5 

2 ケース セラミック 6.90 100 Al2O3 1344-28-1 

3 リッド 

 

 

コバール+ 

ニッケル 
2.67 

95 Fe56Ni29Co18

Fe:7439-89-6 
メタルリッド

ሺコバールሻ
Ni:7440-02-0 

Co:7440-48-4 

4.95 Ni 7440-02-0 Ni めっき

0.05 Au 7440-57-5 Au めっき

4 封止用はんだ Au-Sn はんだ 0.54
80

Au80/Sn20
Au:7440-57-5 

20 Sn:7440-31-5 

5 ケース電極 
メタライズ+ 

ニッケル+ 

金 
0.38

80 Mo 7439-98-7 モリブデン

15 Ni 7440-02-0 Ni めっき

5 Au 7440-57-5 Au めっき

6 導電性接着剤 
銀フィラー+ 

シリコーン樹脂 
0.09 

88 Ag 7440-22-4 

12
シリコーン

樹脂
68083-19-2 

ジメチルビニ

ル末端ポリマ

0 石油蒸留物 64742-47-8 
製品には

残留せず

7 CMOS IC 
シリコン＋ 

金バンプ 
0.64

90 Si 7440-21-3 

10 Au 7440-57-5 

 製品総重量 11.4
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10.2.環境物質分析データ 

IPC-1752 に準拠した均質部位ごとの分析データ 

No. 構成部品 材料名 

RoHS ハロゲン フタレート

Ｐ
ｂ

 

Ｃ
ｄ

 

Ｈ
ｇ

 

Ｃ
ｒ

＋
６

 

Ｐ
Ｂ
Ｂ

 

Ｐ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

 

Ｆ
 

Ｃ
ｌ

 

Ｂ
ｒ

 

Ｉ
 

Ｂ
Ｂ
Ｐ

 

Ｄ
Ｂ
Ｐ

 

Ｄ
Ｅ
Ｈ
Ｐ

 

Ｄ
Ｉ
Ｂ
Ｐ

 

1 振動子 水晶CrAu nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd

2 ケース セラミック nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd

3 リッド 
コバール 
ニッケル 

nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd

4 封止用はんだ Au-Sn はんだ nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd

5 ケース電極 
メタライズ 
ニッケル 

金 
nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd

6 導電性接着剤 
銀フィラー 

シリコーン樹脂 
nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd

7 CMOS IC 
シリコン 
金バンプ 

nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd nd

  MDLሾppmሿ 方法検出限界 2 8 5 50 50

ndሺnot detectedሻൌ下記”方法検出限界”ሺMDLሻ 

試験方法： 

RoHS 
・Pb,Cd 
・Hg 
・Cr6 
・PBB/PBDE 

テスト方法 
IEC 62321-5:2013 準拠
IEC 62321-4:2013AMD1:2017 準拠 
IEC 62321-7-2:2017 準拠
EC 62321-6:2015 準拠  

MDL: 2ppm
MDL: 2ppm 
MDL: 8ppm
MDL: 5ppm

ハロゲン BS EN 14582:2016 準拠 MDL: 50ppm
フタレート IEC 62321-8:2017 準拠 MDL: 50ppm
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10.3. リサイクル情報 

IPC-1752 に準拠したリサイクル情報 
物質の重さは合算で、製品全体の重さ 11.4mg に対する比率を計算しています。 

物質名 No. 構成部品名 
重量

化学式 CAS No. 備考
ሺmgሻ ሺ%ሻ

水晶 1 振動子 0.13 1.14 SiO2 14808-60-7  
クロム 1 振動子 0.0006 0.005 Cr 7440-47-3  

アルミナ 2 ケース 6.90 60.74 Al2O3 1344-28-1  

金 

1 振動子 

0.53 4.63 Au 7440-57-5 

 
3 リッド 
4 封止用はんだ 
5 ケース電極 
7 CMOS IC 

スズ 4 封止用はんだ 0.11 0.95 Sn 7440-31-5  

ニッケル 
3 リッド 

0.19 1.67 Ni 7440-02-0 
 

5 ケース電極 
モリブデン 5 ケース電極 0.3 2.68 Mo 7439-98-7  

コバール 3 リッド 2.53 22.33 Fe53Ni29Co18
Fe:7439-89-6  
Ni:7440-02-0  
Co:7440-48-4  

銀 6a 導電性接着剤 0.079 0.7 Ag 7440-22-4  

シリコーン樹脂 6b 導電性接着剤 0.011 0.10 シリコーン 68083-19-2 
ジメチルビニル
末端ポリマ

石油蒸留物 6c 導電性接着剤 0 0 石油蒸留物 64742-47-8 製品には残留せず

シリコン 7 CMOS IC 0.58 5.07 Si 7440-21-3  
 製品総重量 11.4 100

 

10.4.環境性能 

パッケージ 詳細 
SON-8ሺDFN-8ሻ セラミックパッケージ Small Outline Non-leaded (SON), セラミックパッケージ、メタルリッド 

 
パラメータ 規格 条件 評価 
製品総重量 11.4mg 
保存温度 製品単体での保存 -55~125℃ 
耐湿レベルሺMSLሻ IPC/JEDEC J-STD-020D MSL1 

 

電極の表面処理： 

  

5
µ

m

0.
5

µ
m

セラミック

モリブデン

ニッケル
金
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11. 推奨リフロー温度ሺ鉛フリーはんだሻ 
 
 IPC/JEDEC J-STD-020C ሺ鉛フリーሻに準拠した限界リフロー条件

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
温度プロファイル 記号 規格 単位

 平均ランプ温度上昇レート Swarm ～3 ℃／s

 ランプ温度下降レート Scool ～6 ℃／s

 頂点温度到達時間 tt0-peak ～8 分

プレヒート 

 プレヒート開始温度 TSmin 150 °C

 プレヒート終了温度 TSmax 200 °C

 プレヒート時間ሺ開始から終了までの時間ሻ tS 60～180 秒

はんだ融点とはんだ付け可能時間 

 はんだ融点 TL 217 °C

 はんだ付け可能時間 tL 60～150 秒

頂点温度とその保持時間 

 頂点温度 Tp 260 °C

 頂点温度保持時間 tp 20～40 秒

 

  

Scool

ランプ温度下降
Scool

tL

tS（プレヒート時間）

tP

tto-peak（頂点温度到達時間）

TP

TL

TSmax

TSmin

ランプ温度上昇
Swarm

はんだ付け
可能領域
TL～TP

時間

温
度



RR-8803-C7  
I2C インターフェース小型&超高精度温度補償型 
リアルタイムクロック/カレンダーモジュール 

- 66 - 
 

12. 水晶振動子もしくは水晶振動子を搭載したモジュールのお取り扱い上の注意 
 
内蔵されている音叉型水晶振動子は、二酸化珪素を母材としています。 
パッケージ内は、水晶振動子が、空気抵抗や湿気や異物等の影響を受けない様、真空状態で、密閉されていま

す。 
 
衝撃及び振動： 
水晶デバイスに、過度の機械的衝撃や振動を与えないよう御注意下さい。 
本デバイスについて、リバーエレテックሺ株ሻでは、「5000G／0.3ms」の衝撃まで、保証しています。 
また、下記の特別な状況では、本デバイスに与える衝撃や振動により、故障を発生させる恐れがあります。 
 
多面取り付け基板の場合、部品実装後に行う基板分割工程において、ルーターの振動による、基本波または

高調波により、32.768kHz 付近の振動が発生した場合、本デバイスは過度の共振により、破損する可能性があ

ります。 
このような共振を避けるよう、ルーターの速度を調節するよう御注意下さい。 
 
本デバイスにおいて、超音波洗浄による洗浄プロセスは、お避け下さい。 
このプロセルにおいても本デバイスに、機械的共振による損傷を与える可能性があります。 
 

過度の加熱、手直し、高温放置： 
過度にパッケージを加熱しないよう御注意下さい。 
パッケージは、金すず合金ሺ金 80％：すず 20％ሻ製のシールリングにより、シールされています。 
この金すず合金の融点は「280℃」のため、この温度以上加熱して基板搭載などを行うと、メタルシール部が

溶解し、気密不良が発生致します。 
ホットエアーガンを 280℃以上にセットして手直し等を行う場合にも、同様の故障を発生させてしまいます。 
 
リワークは以下の方法で行ってください。 
 ・270℃に設定したホットエアーガンを使用する。 

  ・パッケージの両サイド全ての半田接合部を同時にあてられる 270℃に設定した特別なはんだごてを使用し 

半田が溶融した時に製品を取り除く。 
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13. 包装方法 
 
キャリアテープ 
ሺJIS C 0806-3 に準拠ሻ 
12mm キャリアテープ：材質：導電性ポリカーボネイト 
カバーテープ        ： 母材：ポリプロピレン、3MTM ユニバーサルカバーテープሺUCTሻ 厚み 0.061mm        

接着剤              ： 感圧性ポリマー 
 
 
  C7 パッケージのテーピング：       単位：mm 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  終端処理： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リールごとの収納数 
 
C7 パッケージ： 

リール： 直径 材質 収納数 

 178mm プラスチック，ポリスチレン 1000個／リール

 178mm プラスチック，ポリスチレン 3000個／リール

 

  

テープ引き出し方向

160mm以上 100 mm以上

400mm以上

終り
空部 空部製品装着部

始め

トレーラ部

リーダ部

2 ±0,05

4 ±0,1

3,
43

±0
,0

5

4 ±0,1

Ø
1,

0
±0

,0
5

Ø
1,

5
+0

,1

12

5,
5

±0
,0

5

1,
75

±0
,1

0,254 ±0,015

1,73 ±0,05 0,83 ±0,050,061
カバーテープ

0,315 ±0,05

+
0,

3
-0

,1

8803

8803

テープ引き出し方向
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12mm 幅テープ用 7 インチリール 
 

φ
1
7
8

60°

max. 17

1.
8

60
°

φ13

φ
61

.5

min. 12.4

寸法単位 mm 

 
 
 
 

リール： 直径 材質

 178mm プラスチック，ポリスチレン 

 

 

14.コンプライアンス情報 

 

RR-8803-C7 は RoHS 指令及び REACH 規則に準拠していることをリバーエレテックは宣言します。 

詳しい資料が必要な場合は弊社担当までお問い合わせください。 
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付録  

クイックスタートガイド       ＊分かりやすく簡略化した設定フローです。 

電源投入 「4.1. パワーオンリセット」の節を御参照下さい

各種コントロールレジスタの設定

時刻、カレンダー設定

タイムデータの読み出し

　　アラーム、タイマー、外部イベントの設定

　　定周期タイマー、定周期タイムアップデート、
　　アラーム等の各種割り込み機能の設定

時刻精度測定

・初期設定

「3.2. クロックレジスタ」の節を御参照下さい
「3.3. カレンダーレジスタ」の節を御参照下さい

「3.4. アラームレジスタ」の節を御参照下さい
「3.5. 定周期タイマーコントロールレジスタ」の節を御参照下さい
「3.6. 拡張レジスタ」の節を御参照下さい
「4.4. 定周期タイマー割り込み機能」の節を御参照下さい
「4.5. 定周期タイムアップデート割り込み機能」の節を御参照下さい
「4.6. アラーム割り込み機能」の節を御参照下さい
「4.7. 外部イベント機能」の節を御参照下さい

「4.11. タイムデータの読み出し」の節を御参照下さい

「3.5. 定周期タイマーコントロールレジスタ」の節を御参照下さい
「3.7. フラグレジスタ」の節を御参照下さい
「3.8. コントロールレジスタ」の節を御参照下さい
「3.10. キャプチャ・バッファ／イベントコントロールレジスタ」の節を御参照下さい

　時刻・カレンダー読み込み

時刻・カレンダー値は正常
（値をそのまま使用）
但し、VDDがVLOW1 (1.2 V)とVDD MIN (1.5 V) 
の間では、時刻精度仕様が保証されないこと
に注意してください。

　0Eビット（0Eh/2bit）が”0”の場合

　各設定が初期状態になっているので、
　時刻の再設定と同時に、　各ビットも再度設定を行います。

　0Eビット(0Eh/Bit0かBit1)が"1"の場合
　(フラグが立っている場合)

　時刻・カレンダー値が正しくない可能性があります

・通常動作時

「3.7.フラグレジスタ」の節を御参照下さい

　各種割り込み信号発生時
　（タイムアップデート、カウントダウンタイマー、アラーム、外部イベント、電圧LOW）

必要に応じて割り込みの種別を識別し、フラグをクリアします。「3.7.フラグレジスタ」の節を御参照下さい

　出力周波数の切り替え

用途に応じて出力周波数を切り替えます。「3.6. 拡張レジスタ」の節を御参照下さい

「5.6. CLOKOUT端子による時刻精度測定」の節参照
「5.7. INT端子による時刻精度測定」の節参照

 


